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二
〇
一
四（
平
成
二
六
）年
度
、
藤
井
達
吉
の
姪
・
當ま
さ
子こ

の
娘
で
あ
る
飯
塚
赫
子
氏
、
都
築
咲
子
氏
の
お
二
人
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
手
元
に
伝
え
ら
れ
た
藤
井
達
吉
の
作
品
や
資
料
が
寄
贈
さ
れ
た1
。
こ
れ
ら
は
藤
井
か
ら
直
接
贈
ら
れ
た
も
の

や
、
當
子
の
嫁
ぎ
先
で
あ
る
真
鶴
の
佐
藤
家
で
日
常
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
、
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
が
中
心
で

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
詳
細
に
つ
い
て
は
順
次
整
理
、
調
査
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
本

稿
に
お
い
て
、
都
築
咲
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
て
い
る
藤
井
が
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
に
郷
里
の
家
族
に
宛
て
た
複
数

の
絵
葉
書
、
手
紙
に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
ら
に
記
さ
れ
た
内
容
や
捺
さ
れ
て
い
る
消

印
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
藤
井
の
滞
米
時
期
を
修
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
で
あ
る
。
結
論

を
先
に
述
べ
れ
ば
、
藤
井
の
滞
米
時
期
は
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
六
月
か
ら
同
年
一
二
月2
で
あ
り
、
参
加
し
た
と
い

う
万
博
は「
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
国
博
覧
会
」で
は
な
く
、
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
の「
ル
イ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
一
〇
〇

周
年
記
念
万
国
博
覧
会3
」で
あ
る
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
従
来
想
定
さ
れ
て
い
た
時
期
か
ら
約
一
年
遅
れ
る

も
の
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
ま
で
の
藤
井
の
滞
米
時
期
に
関
す
る
言
説
を
振
り
返
っ
た
上
で
、
今
回
確
認
さ
れ
た
絵
葉
書

等
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
言
説

　
渡
米
に
つ
い
て
触
れ
た
藤
井
自
身
の
発
言
に
近
い
記
録
の
ひ
と
つ
に
、
一
九
五
六（
昭
和
三
一
）年
に
碧
南
市
市
史
編

纂
所
が
発
行
し
た『
碧
南
市
史
料
第
十
一
輯
　
藤
井
達
吉
翁
』が
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
市
の
関
係
者
が
藤
井
か
ら
直
接

聞
き
取
り
を
し
た
内
容
を
も
と
に
編
ん
だ
も
の
で
、
発
行
後
に
藤
井
自
身
が
直
接
訂
正
補
筆
し
た
も
の
が
残
さ
れ
て
い

る4
。
そ
の
中
に
は「
明
治
三
十
七
年
二
十
四
才
の
時
、
米
国
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
博
覧
会
に
七
宝
出
品
の
為
服
部
氏（
天
野

富
之
助
氏
兄
）に
随
行
し
て
渡
米
さ
れ
た
。
日
露
戦
争
中
で
あ
っ
た
が
、
君
一
人
位
な
ら
と
、
青
年
の
翁
に
旅
券
が
下
附

さ
れ
た
と
云
う
。
在
米
期
間
中
ボ
ス
ト
ン
博
物
館
を
見
学
し
…（
中
略
）…
と
こ
ろ
が
、七
宝
が
不
評
で
あ
っ
た
為
、明
治

三
十
八
年
米
国
か
ら
帰
国
さ
れ
た
」と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
一
九
六
二（
昭
和
三
七
）年
に
書
か
れ
た
自
筆
の
自
叙
伝

『
矢
作
堤5
』に
は
、「
日
露
コ
ー
ワ
タ
ン
パ
ン（
引
用
者
註
：
講
和
談
判
。
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
）の
年
、
米
国
加
州
ロ
ウ
サ
ン
ゼ

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
手
紙‒

藤
井
達
吉
の
滞
米
時
期
に
関
す
る
報
告‒

　

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
手
紙

‒

藤
井
達
吉
の
滞
米
時
期
に
関
す
る
報
告‒

　

　
土
生
　
和
彦
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①
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
六
月
二
三
日
　
バ
ン
ク
ー
バ
ー
発
消
印
　

【
葉
書
表
】（
①
‐
1
）

N
A
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Y
A
 

／JA
PA
N

大
日
本
名
古
屋
市
塩
町
／
四
丁
目
／
藤
井
忠
三
郎
様

（
消
印
1
）VA
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●
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N
23
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／B.C

（
①
‐
2
）

（
消
印
2
）尾
張
／
名
古
屋
／
●
●
年
七
月
／
十
八
日
／
ロ
便（
①
‐
3
）

【
葉
書
裏
】（
①
‐
4
）

　
拝
呈
仕
候
／
去
ル
廿
一
日
與
四
郎
様
御
同
道
無
事
上
陸
仕
候
間
●
●
し
／
御
安
神
被
下
度
候
何
レ
余
重
便
に尓

申
上

候
●
●
上
候
桑
湊
／
へ
出
立
仕
候
間
着
桑
ノ
上
申
上
候
也
何
斗
十
分
御
身
／
体
養
生
専
一
●
●
●
候
也
　
拝
具
／
バ

ン
ク
ー
バ
に尓

て
　
藤
井
達
吉

※
今
回
確
認
さ
れ
た
中
で
最
も
早
い
日
付
の
も
の
。
宛
名
は
父
・
忠
三
郎
宛
で
あ
る
が
住
所
は
名
古
屋
市
内
に
な
っ
て

い
る
。「（
六
月
）二
一
日
に
無
事（
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
）上
陸
し
た
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
」と
知
ら
せ
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
へ
向
か
う
の
で
着
い
た
ら
ま
た
知
ら
せ
る
旨
を
記
す
。
同
道
の「
與
四
郎
」は
、『
矢
作
堤
』に
も
記
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
後
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
止
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
な
お
、
消
印
の
日
付
か
ら
、
お
よ
そ
一
ヶ
月
で

日
本
に
届
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

②
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
七
月
一
五
日
　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
発
消
印

【
葉
書
表
】（
②
‐
1
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N
A
GO
Y
A

／JA
PA
N

大
日
本
名
古
屋
市
塩
町
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目
／
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井
忠
三
郎
様

（
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）SA
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（
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（
消
印
2
）尾
張
／
名
古
屋
／
丗
八
年
八
月
／
十
日
／
イ
便（
②
‐
3
）

【
葉
書
裏
】（
②
‐
4
）

　
明
後
十
六
日
博
覧
会
へ
出
立
可
仕
候
也
何
レ
細
報
ハ
／
着
市
の之

上
可
申
候
也
三
河
へ
宜
敷
願
上
候
也

　
拝
具
／
達

ル
ス
に
万
国
博
覧
の
時
、
三
井
物
産
に
た
の
み
桑
湊（
引
用
者
註
：
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ボ
ス
ト
ン

に
て
オ
ク
シ
ョ
ン
を
す
る
べ
く
や
ら
れ
た
が
、
本
家
の
与
四
郎
氏
の
御
供
で
有
っ
た
が
、
眼
が
わ
る
く
バ
ン
ク
ー
バ
ー

に
止
め
ら
れ
て
万
事
手
ち
が
い
。
自
分
一
人
で
あ
ち
こ
ち
商
売
下
手
の
わ
れ
、
何
で
好
結
果
を
得
様
。
と
に
か
く
一
人
に

て
帰
る（
引
用
者
に
て
適
宜
句
読
点
を
補
っ
た
）」と
あ
る
。
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
が
結
ば
れ
た
の
は
一
九
〇
五（
明
治
三

八
）年
で
あ
る
か
ら
、
両
者
の
間
で
既
に
訪
米
時
の
年
が
食
い
違
っ
て
お
り
、
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
も

異
な
る
記
述
と
な
っ
て
い
る
。

　
藤
井
達
吉
研
究
の
嚆
矢
で
あ
る
山
田
光
春
は
こ
の
両
者
の
記
述
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
そ
の
著
書『
藤
井
達
吉
の
生

涯
』の
中
で「
岡
倉
天
心
が
横
山
大
観
、
菱
田
春
草
、
六
角
紫
水
を
伴
っ
て
渡
米
し
た
の
も
宣
戦
の
布
告
さ
れ
た
明
治
三

十
七
年
の
二
月
で
あ
っ
た
。
達
吉
は
万
国
博
が
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
か
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
開
か
れ
た
よ
う
に
言
っ
て
い
る

が
、
天
心
は
五
月
に
セ
ン
ト
ル
イ
ス
の
万
博
の
会
場
で「
日
本
的
見
地
よ
り
見
た
る
近
代
芸
術
」と
の
講
演
を
行
な
い
好

評
を
得
て
い
る
の
だ
か
ら
、
達
吉
が
七
宝
作
品
を
出
陳
し
た
の
も
そ
こ
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る6
」と
指
摘
し
た
。
こ
の
指

摘
は
、
後
に
再
興
院
展
に
日
本
画
を
出
品
す
る
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
た
藤
井
の
こ
と
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
非

常
に
魅
力
的
な
も
の
で
あ
る
反
面
、
前
記
資
料
か
ら
の
推
測
以
外
に
は
裏
付
け
る
も
の
が
な
か
っ
た
。
山
田
自
身
も「
滞

米
中
の
達
吉
が
商
用
で
ど
の
よ
う
に
活
躍
し
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
ボ
ス
ト
ン
に
か
な
り
長
期
間
滞
在
し
て
博
物

館
に
通
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
天
心
が
ボ
ス
ト
ン
博
物
館
の
東
洋
部
顧
問
に
就
任
し
た
の
も
、
大
観
と
春

草
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ボ
ス
ト
ン
で
作
品
を
展
観
し
た
の
も
こ
の
時
で
あ
っ
て
、
彼
が
そ
う
し
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ

た
と
は
思
わ
れ
な
い
の
に
、
ど
う
し
た
わ
け
か
、
そ
れ
ら
の
こ
と
に
触
れ
て
語
っ
た
言
葉
は
見
当
た
ら
ず
、
そ
う
し
た
関

係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い7
」と
述
べ
、
状
況
証
拠
で
し
か
語
れ
な
い
も
ど
か
し
さ
を
表
明
し
て
い
る
。
け
れ

ど
も
こ
の
山
田
の
推
測
に
は
一
定
の
説
得
力
と
あ
る
種
の
誘
惑
が
あ
っ
た
た
め
、
以
後
藤
井
の
略
歴
に
触
れ
る
中
で
は
、

ほ
ぼ
例
外
な
く「
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
博
に
関
わ
っ
て
の
明
治
三
七
〜
八
年
に
か
け
て
の
訪
米8
」が
前
提
と
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
藤
井
の
名
を
冠
す
る
当
館
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
筆
者
も
ま
た
こ
の
前
提
に
沿
っ
た
か
た
ち

で
文
章
を
記
し
た
こ
と
が
あ
る9
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
手
紙

　
で
は
、
今
回
都
築
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
確
認
さ
れ
た
一
六
通
の
絵
葉
書
や
手
紙
と
、『
藤
井
達
吉
の
生
涯
』四
九
頁

に
画
像
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
絵
葉
書10
の
計
一
七
点
に
つ
い
て
発
送
元
消
印
の
日
付
順
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う11
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
手
紙‒

藤
井
達
吉
の
滞
米
時
期
に
関
す
る
報
告‒

　

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
手
紙‒

藤
井
達
吉
の
滞
米
時
期
に
関
す
る
報
告‒

　

①- 2 消印1

②- 4 葉書裏

①- 3 消印2

①- 1 葉書表

②- 2 消印1②- 3 消印2

①- 4 葉書裏

②- 1 葉書表
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適
宜
句
読
点
を
補
っ
た
）」と
あ
る
。
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
が
結
ば
れ
た
の
は
一
九
〇
五（
明
治
三

八
）年
で
あ
る
か
ら
、
両
者
の
間
で
既
に
訪
米
時
の
年
が
食
い
違
っ
て
お
り
、
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
も

異
な
る
記
述
と
な
っ
て
い
る
。

　
藤
井
達
吉
研
究
の
嚆
矢
で
あ
る
山
田
光
春
は
こ
の
両
者
の
記
述
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
そ
の
著
書『
藤
井
達
吉
の
生

涯
』の
中
で「
岡
倉
天
心
が
横
山
大
観
、
菱
田
春
草
、
六
角
紫
水
を
伴
っ
て
渡
米
し
た
の
も
宣
戦
の
布
告
さ
れ
た
明
治
三

十
七
年
の
二
月
で
あ
っ
た
。
達
吉
は
万
国
博
が
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
か
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
開
か
れ
た
よ
う
に
言
っ
て
い
る

が
、
天
心
は
五
月
に
セ
ン
ト
ル
イ
ス
の
万
博
の
会
場
で「
日
本
的
見
地
よ
り
見
た
る
近
代
芸
術
」と
の
講
演
を
行
な
い
好

評
を
得
て
い
る
の
だ
か
ら
、
達
吉
が
七
宝
作
品
を
出
陳
し
た
の
も
そ
こ
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る6
」と
指
摘
し
た
。
こ
の
指

摘
は
、
後
に
再
興
院
展
に
日
本
画
を
出
品
す
る
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
た
藤
井
の
こ
と
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
非

常
に
魅
力
的
な
も
の
で
あ
る
反
面
、
前
記
資
料
か
ら
の
推
測
以
外
に
は
裏
付
け
る
も
の
が
な
か
っ
た
。
山
田
自
身
も「
滞

米
中
の
達
吉
が
商
用
で
ど
の
よ
う
に
活
躍
し
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
ボ
ス
ト
ン
に
か
な
り
長
期
間
滞
在
し
て
博
物

館
に
通
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
天
心
が
ボ
ス
ト
ン
博
物
館
の
東
洋
部
顧
問
に
就
任
し
た
の
も
、
大
観
と
春

草
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ボ
ス
ト
ン
で
作
品
を
展
観
し
た
の
も
こ
の
時
で
あ
っ
て
、
彼
が
そ
う
し
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ

た
と
は
思
わ
れ
な
い
の
に
、
ど
う
し
た
わ
け
か
、
そ
れ
ら
の
こ
と
に
触
れ
て
語
っ
た
言
葉
は
見
当
た
ら
ず
、
そ
う
し
た
関

係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い7
」と
述
べ
、
状
況
証
拠
で
し
か
語
れ
な
い
も
ど
か
し
さ
を
表
明
し
て
い
る
。
け
れ

ど
も
こ
の
山
田
の
推
測
に
は
一
定
の
説
得
力
と
あ
る
種
の
誘
惑
が
あ
っ
た
た
め
、
以
後
藤
井
の
略
歴
に
触
れ
る
中
で
は
、

ほ
ぼ
例
外
な
く「
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
博
に
関
わ
っ
て
の
明
治
三
七
〜
八
年
に
か
け
て
の
訪
米8
」が
前
提
と
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
藤
井
の
名
を
冠
す
る
当
館
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
筆
者
も
ま
た
こ
の
前
提
に
沿
っ
た
か
た
ち

で
文
章
を
記
し
た
こ
と
が
あ
る9
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
手
紙

　
で
は
、
今
回
都
築
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
確
認
さ
れ
た
一
六
通
の
絵
葉
書
や
手
紙
と
、『
藤
井
達
吉
の
生
涯
』四
九
頁

に
画
像
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
絵
葉
書10
の
計
一
七
点
に
つ
い
て
発
送
元
消
印
の
日
付
順
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う11
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
手
紙‒

藤
井
達
吉
の
滞
米
時
期
に
関
す
る
報
告‒

　

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
手
紙‒

藤
井
達
吉
の
滞
米
時
期
に
関
す
る
報
告‒

　

①- 2 消印1

②- 4 葉書裏

①- 3 消印2

①- 1 葉書表

②- 2 消印1②- 3 消印2

①- 4 葉書裏

②- 1 葉書表
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※
①
、
②
の
宛
先
は
名
古
屋
市
内
の
住
所
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
故
郷
、
碧
海
郡
棚
尾
村（
現
在
の
碧
南
市
棚
尾
地

区
）の
住
所
に
な
る
。
宛
名
の「V

ia yokoham
a

」は「
横
浜
経
由
」の
意
味
。
封
筒
は
ル
イ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
一
〇
〇
周
年

記
念
万
国
博
覧
会
の
も
の
で
、
ア
メ
リ
カ
側
の
消
印
は
二
つ
重
な
っ
て
い
て
見
に
く
い
が
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
か
ら
シ

ア
ト
ル
を
経
由
し
て
郵
送
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
手
紙
の
内
容
は
八
月
六
日
付
で
書
か
れ
た
便
せ
ん
二
枚
に
わ
た

る
暑
中
見
舞
い
。
冒
頭
で
祖
母
、
母
を
は
じ
め
と
し
た
家
族
の
身
を
案
じ
、
自
分
も
無
事
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
、
毎

日
博
覧
会
に
行
っ
て
い
る
事
、
ア
メ
リ
カ
は「
無
味
無
趣
」で
あ
っ
て
日
本
の
景
色
を
見
た
い
こ
と
、
知
り
合
い
に
行

き
会
っ
た
こ
と
な
ど
近
況
が
書
か
れ
る
。
途
中「
ミ
カ
ン
ち
ぎ
り
で
も
す
れ
ば
よ
い
、
一
日
に
二
円
五
十
銭
ぐ
ら
い
に

は
な
る
」と
述
べ
る
の
は
、
自
ら
の
経
験
か
ら
の
事
で
あ
ろ
う
か12
。
後
半
で
は
お
土
産
は
何
が
い
い
か
ア
メ
リ
カ
に
い

る
う
ち
に
注
文
し
て
く
れ
る
よ
う
に
記
し13
、
末
尾
で「
あ
あ
、
日
本
の
菓
子
が
喰
い
た
い
な
、
ア
メ
リ
カ
の
臭
い
菓
子

は
喰
い
た
な
い
」と
食
べ
慣
れ
な
い
異
国
の
お
菓
子
の
事
を
嘆
い
て
い
る
。

④
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
八
月
一
六
日
　
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
発
消
印

【
包
紙
表
】（
④
‐
1
）

N
A
GO
Y
A

／JA
PA
N

愛
知
縣
碧
海
郡
／
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
殿

（
消
印
1
）PO

●
●
●A

N
D

／A
U
G 16

／1-30P

／1905

／O
RE

（
④
‐
2
）

（
消
印
2
）三
河
／
大
濱
／
丗
八
年
九
月
／
●
日
／
ロ
便（
④
‐
3
）

【
包
紙
裏
】（
④
‐
4
）

（
消
印
3
）SEA

T
T
LE,W

A
SH
.

／A
U
G18

／11-PM

／1905

（
④
‐
5
）

【
包
紙
内
】（
④
‐
6
）

博
覧
会
ハ
左
之
如
ク
御
座
候
也

　
達
吉

※
ル
イ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
一
〇
〇
周
年
記
念
万
国
博
覧
会
場
の
風
景
写
真
を
印
刷
し
た
、
記
念
カ
ー
ド
の
郵
送
セ
ッ
ト
。
現

状
で
は
包
紙
か
ら
分
離
し
て
い
る
も
の
の
一
連
の
カ
ー
ド
も
残
さ
れ
て
い
る
。

⑤
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
九
月
二
三
日
　
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
発
消
印

吉
／
七
月
十
四
日

※
同
じ
く
名
古
屋
市
内
の
住
所
宛
。
七
月
十
四
日
付
で「
明
後
日
の
一
六
日
に
博
覧
会
に
出
立
す
る
」旨
を
記
し
、
細
か

い
こ
と
は
着
い
た
後
に
ま
た
知
ら
せ
る
と
す
る
。

③
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
八
月
七
日

　
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
発
消
印

【
封
筒
表
】（
③
‐
1
）

M
r. C.Fujii

／N
agoya

／Japan

／V
ia yokoham

a

愛
知
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様

（
消
印
1
）PO

RT
LA
N
D

／A
U
G 7

／10-30A

／1905

／O
RE

（
③
‐
2
）

（
消
印
2
）SEA

T
T
LE,W

A
SH
.

／A
U
G 8

／
●
●PM

／1905

（
③
‐
2
）

（
消
印
3
）三
河
／
大
濱
／
丗
八
年
八
月
／
二
十
五
日
／
ニ
便（
③
‐
3
）

【
封
筒
裏
】朱
文
方
印「
藤
井
達
吉
」

【
手
紙
】（
③
‐
4
・
5
）

　
皆
様
／
八
月
六
日

　
達
吉
／
謹
啓
奉
候
／
中
々
ノ
暑
さ左

に尓

御
座
候
折
柄
皆
様
其
後
如
何
遊
サ
レ
／
候
や
定
メ
シ
御

壮
健
ノ
御
事
ト
存
奉
候
／
何
斗
御
祖
母
様
母
上
様
何
斗
御
身
体
御
養
生
専
一
／
ニ
奉
願
上
候
命
有
テ
ノ
物
種
に尓

御
座

候
間
何
斗
御
注
意
／
被
下
度
候
／
私
事
其
後
無
事
に尓

御
座
候
間
御
安
神
被
下
度
候
／
毎
日
博
覧
会
に尓

行
居
申
候
／
其

後
何
ゾ
化
ッ
タ
事
ハ
無
し
候
や
御
伺
申
上
候
／
私
ハ
早
ク
日
本
ノ
景
色
が
見
度
御
座
候
／
米
国
ハ
無
味
無
趣
に尓

御
座

候
／
東
浦
ノ
人
に尓

四
人
行
合
申
候
／
大
濱
ノ
利
八
ノ
子
に尓

行
合
申
候
／
●
様
も毛

米
国
へ
来
テ
ミ
カ
ン

　
チ
ギ
リ
デ
モ

ス
レ
バ
ヨ
イ
ニ
／
一
日
に尓

弐
円
五
十
銭
位
に尓

ナ
ル
ニ
／
蛙
ノ
子
供
何
ヲ
シ
テ
居
リ
申
候
や
最
早
三
河
へ
返
タ
カ
／
ト

モ
存
居
候
其
レ
共
東
京
テ
四
畳
半
ニ
モ
グ
リ
●
テ
居
ル
カ
／
馬
鹿
に尓

御
座
候
云
丈
馬
鹿
に尓

御
座
候
／
早
ク
日
本
に尓

帰

度
御
座
候
来
年
早
々
帰
り
申
候
／
御
土
産
ハ
何
ガ
好
キ
カ
御
注
文
被
下
度
候
居
ル
内
に尓

買
ワ
ン
ト
／
帰
ル
ト
最
買
ヘ

マ
セ
ン
ヨ
指
輪
カ
玉
カ
又
○
ノ
方
ガ
ヨ
キ
／
カ

　
○
ハ
ア
テ
ニ
ハ
ナ
リ
マ
セ
ン
ヨ
米
国
に尓

居
ル
内
ノ
金
テ
買
ワ
ン
ト

／
買
エ
ヌ
カ
ラ
／
其
内
好
キ
モ
ノ
ガ
ア
ツ
タ
ラ
送
リ
マ
ス

　
何
レ
又
細
報
申
上
候
／
何
ハ
暑
中
御
見
舞
迄
に尓

御
座
候

也
／
拝
具
／
呼
嗚
日
本
ノ
菓
子
カ
喰
タ
イ
ナ
ー
／
米
国
ノ
臭
イ
菓
子
ハ
喰
タ
ナ
イ

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
手
紙‒

藤
井
達
吉
の
滞
米
時
期
に
関
す
る
報
告‒

　

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
手
紙‒

藤
井
達
吉
の
滞
米
時
期
に
関
す
る
報
告‒

　

③- 4 手紙（1枚目）

④- 5 消印3

③- 5 手紙（2枚目）

④- 6 包紙内

③- 2 消印1,2④ - 3 消印2 ③- 3 消印3

④- 4 包紙裏
③- 1 封筒表

④- 1 包紙表

④- 2 消印1
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※
①
、
②
の
宛
先
は
名
古
屋
市
内
の
住
所
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
故
郷
、
碧
海
郡
棚
尾
村（
現
在
の
碧
南
市
棚
尾
地

区
）の
住
所
に
な
る
。
宛
名
の「V

ia yokoham
a

」は「
横
浜
経
由
」の
意
味
。
封
筒
は
ル
イ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
一
〇
〇
周
年

記
念
万
国
博
覧
会
の
も
の
で
、
ア
メ
リ
カ
側
の
消
印
は
二
つ
重
な
っ
て
い
て
見
に
く
い
が
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
か
ら
シ

ア
ト
ル
を
経
由
し
て
郵
送
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
手
紙
の
内
容
は
八
月
六
日
付
で
書
か
れ
た
便
せ
ん
二
枚
に
わ
た

る
暑
中
見
舞
い
。
冒
頭
で
祖
母
、
母
を
は
じ
め
と
し
た
家
族
の
身
を
案
じ
、
自
分
も
無
事
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
、
毎

日
博
覧
会
に
行
っ
て
い
る
事
、
ア
メ
リ
カ
は「
無
味
無
趣
」で
あ
っ
て
日
本
の
景
色
を
見
た
い
こ
と
、
知
り
合
い
に
行

き
会
っ
た
こ
と
な
ど
近
況
が
書
か
れ
る
。
途
中「
ミ
カ
ン
ち
ぎ
り
で
も
す
れ
ば
よ
い
、
一
日
に
二
円
五
十
銭
ぐ
ら
い
に

は
な
る
」と
述
べ
る
の
は
、
自
ら
の
経
験
か
ら
の
事
で
あ
ろ
う
か12
。
後
半
で
は
お
土
産
は
何
が
い
い
か
ア
メ
リ
カ
に
い

る
う
ち
に
注
文
し
て
く
れ
る
よ
う
に
記
し13
、
末
尾
で「
あ
あ
、
日
本
の
菓
子
が
喰
い
た
い
な
、
ア
メ
リ
カ
の
臭
い
菓
子

は
喰
い
た
な
い
」と
食
べ
慣
れ
な
い
異
国
の
お
菓
子
の
事
を
嘆
い
て
い
る
。

④
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
八
月
一
六
日
　
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
発
消
印

【
包
紙
表
】（
④
‐
1
）

N
A
GO
Y
A

／JA
PA
N

愛
知
縣
碧
海
郡
／
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
殿

（
消
印
1
）PO

●
●
●A

N
D

／A
U
G 16

／1-30P

／1905

／O
RE

（
④
‐
2
）

（
消
印
2
）三
河
／
大
濱
／
丗
八
年
九
月
／
●
日
／
ロ
便（
④
‐
3
）

【
包
紙
裏
】（
④
‐
4
）

（
消
印
3
）SEA

T
T
LE,W

A
SH
.

／A
U
G18

／11-PM

／1905

（
④
‐
5
）

【
包
紙
内
】（
④
‐
6
）

博
覧
会
ハ
左
之
如
ク
御
座
候
也

　
達
吉

※
ル
イ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
一
〇
〇
周
年
記
念
万
国
博
覧
会
場
の
風
景
写
真
を
印
刷
し
た
、
記
念
カ
ー
ド
の
郵
送
セ
ッ
ト
。
現

状
で
は
包
紙
か
ら
分
離
し
て
い
る
も
の
の
一
連
の
カ
ー
ド
も
残
さ
れ
て
い
る
。

⑤
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
九
月
二
三
日

　
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
発
消
印

吉
／
七
月
十
四
日

※
同
じ
く
名
古
屋
市
内
の
住
所
宛
。
七
月
十
四
日
付
で「
明
後
日
の
一
六
日
に
博
覧
会
に
出
立
す
る
」旨
を
記
し
、
細
か

い
こ
と
は
着
い
た
後
に
ま
た
知
ら
せ
る
と
す
る
。

③
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
八
月
七
日

　
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
発
消
印

【
封
筒
表
】（
③
‐
1
）

M
r. C.Fujii

／N
agoya

／Japan

／V
ia yokoham

a

愛
知
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様

（
消
印
1
）PO

RT
LA
N
D

／A
U
G 7

／10-30A

／1905

／O
RE

（
③
‐
2
）

（
消
印
2
）SEA

T
T
LE,W

A
SH
.

／A
U
G 8

／
●
●PM

／1905

（
③
‐
2
）

（
消
印
3
）三
河
／
大
濱
／
丗
八
年
八
月
／
二
十
五
日
／
ニ
便（
③
‐
3
）

【
封
筒
裏
】朱
文
方
印「
藤
井
達
吉
」

【
手
紙
】（
③
‐
4
・
5
）

　
皆
様
／
八
月
六
日

　
達
吉
／
謹
啓
奉
候
／
中
々
ノ
暑
さ左

に尓

御
座
候
折
柄
皆
様
其
後
如
何
遊
サ
レ
／
候
や
定
メ
シ
御

壮
健
ノ
御
事
ト
存
奉
候
／
何
斗
御
祖
母
様
母
上
様
何
斗
御
身
体
御
養
生
専
一
／
ニ
奉
願
上
候
命
有
テ
ノ
物
種
に尓

御
座

候
間
何
斗
御
注
意
／
被
下
度
候
／
私
事
其
後
無
事
に尓

御
座
候
間
御
安
神
被
下
度
候
／
毎
日
博
覧
会
に尓

行
居
申
候
／
其

後
何
ゾ
化
ッ
タ
事
ハ
無
し
候
や
御
伺
申
上
候
／
私
ハ
早
ク
日
本
ノ
景
色
が
見
度
御
座
候
／
米
国
ハ
無
味
無
趣
に尓

御
座

候
／
東
浦
ノ
人
に尓

四
人
行
合
申
候
／
大
濱
ノ
利
八
ノ
子
に尓

行
合
申
候
／
●
様
も毛

米
国
へ
来
テ
ミ
カ
ン

　
チ
ギ
リ
デ
モ

ス
レ
バ
ヨ
イ
ニ
／
一
日
に尓

弐
円
五
十
銭
位
に尓

ナ
ル
ニ
／
蛙
ノ
子
供
何
ヲ
シ
テ
居
リ
申
候
や
最
早
三
河
へ
返
タ
カ
／
ト

モ
存
居
候
其
レ
共
東
京
テ
四
畳
半
ニ
モ
グ
リ
●
テ
居
ル
カ
／
馬
鹿
に尓

御
座
候
云
丈
馬
鹿
に尓

御
座
候
／
早
ク
日
本
に尓

帰

度
御
座
候
来
年
早
々
帰
り
申
候
／
御
土
産
ハ
何
ガ
好
キ
カ
御
注
文
被
下
度
候
居
ル
内
に尓

買
ワ
ン
ト
／
帰
ル
ト
最
買
ヘ

マ
セ
ン
ヨ
指
輪
カ
玉
カ
又
○
ノ
方
ガ
ヨ
キ
／
カ

　
○
ハ
ア
テ
ニ
ハ
ナ
リ
マ
セ
ン
ヨ
米
国
に尓

居
ル
内
ノ
金
テ
買
ワ
ン
ト

／
買
エ
ヌ
カ
ラ
／
其
内
好
キ
モ
ノ
ガ
ア
ツ
タ
ラ
送
リ
マ
ス

　
何
レ
又
細
報
申
上
候
／
何
ハ
暑
中
御
見
舞
迄
に尓

御
座
候

也
／
拝
具
／
呼
嗚
日
本
ノ
菓
子
カ
喰
タ
イ
ナ
ー
／
米
国
ノ
臭
イ
菓
子
ハ
喰
タ
ナ
イ

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
手
紙‒

藤
井
達
吉
の
滞
米
時
期
に
関
す
る
報
告‒

　

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
手
紙‒

藤
井
達
吉
の
滞
米
時
期
に
関
す
る
報
告‒

　

③- 4 手紙（1枚目）

④- 5 消印3

③- 5 手紙（2枚目）

④- 6 包紙内

③- 2 消印1,2④ - 3 消印2 ③- 3 消印3

④- 4 包紙裏
③- 1 封筒表

④- 1 包紙表

④- 2 消印1
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写
真
ヲ
御
祖
母
様
ノ
佛
前
見
セ
／
テ
下
サ
レ
度
候
／
記
念
ノ
為
メ
ニ
此
弐
枚
ノ
写
真
ヲ
写
シ
／
マ
シ
タ
／
ア
ト
ハ
手

紙
ニ
／
呼
嗚
此
下
デ
手
紙
ヲ
見
タ
時
ノ
驚
ハ
／
實
ニ
非
常
デ
シ
タ
ヨ
／
此
ノ
馬
デ
モ
泣
テ
居
ル
様
デ
ス
ヨ
／
私
ノ
心

ヲ
知
テ
カ
／
一
ヶ
月
ノ
後
二
十
二
日
写
シ
テ
書
ク
／
達
吉

※
ル
イ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
一
〇
〇
周
年
記
念
万
国
博
覧
会
の
便
箋
一
枚
に
書
か
れ
た
九
月
二
三
日
付
け
の
手
紙
と
写
真
二

枚（
⑤
‐
8
・
9
）が
同
封
さ
れ
て
い
る
。
写
真
は
博
覧
会
の
会
場
で「
博
覧
会
の
一
番
に
景
色
の
好
い
所
」と
い
い
、
一

枚
の
裏
面
に
は
九
月
二
二
日
に
書
い
た
便
り
が
記
さ
れ
て
い
る
。
手
紙
の
内
容
は
、
先
に
受
け
取
っ
た「
悲
し
む
べ
き

報
せ
」に
つ
い
て
、「
実
に
驚
き
」「
今
に
な
っ
て
も
ま
だ
嘘
の
よ
う
」で「
一
日
も
早
く
帰
国
し
た
い
」と
述
べ
、
ま
た
、

そ
の
前
後
に
感
じ
た
虫
の
報
せ
の
よ
う
な
思
い
を
記
す
。
こ
の「
悲
し
む
べ
き
報
せ
」と
は
、
同
封
写
真
裏
面
に
書
か

れ
た「
祖
母
様
の
手
紙
を
見
て
泣
い
た
所
で
す
」「
こ
の
写
真
を
御
祖
母
様
の
仏
前
に
見
せ
て
下
さ
い
」と
い
う
記
述
や
、

手
紙
後
半
の「
昨
日
は
甲
子
で
、
祖
母
様
の
一
ヶ
月
で
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
私
で
も
念
仏
い
た
し
ま
し
た
。
観
音
様

を
拝
ん
で
お
り
ま
し
た
」と
い
っ
た
記
述
か
ら
、
祖
母
の
死
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
手
紙
に
は「
翌
二
四

日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
向
け
て
出
立
し
、
お
そ
ら
く
九
月
中
に
着
く
の
で
ま
た
手
紙
を
出
す
」旨
が
記
さ
れ
、
写
真
に

は「
こ
の
馬
で
も
泣
い
て
い
る
様
で
す
よ
。
私
の
心
を
知
っ
て
か
」と
祖
母
へ
の
思
い
を
記
す
。
な
お
感
嘆
詞「
嗚
呼
」

が「
呼
嗚
」と
な
る
の
は
、
藤
井
の
書
き
癖
の
よ
う
で
あ
る
。

⑥
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
一
〇
月
三
日
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
消
印
　
　

【
葉
書
表
】（
⑥
‐
1
）

N
A
GO
Y
A
 JA
PA
N

愛
知
縣
碧
海
郡
棚
尾
／
藤
井
忠
三
郎
様

（
消
印
1
）NEW

 Y
O
RK
 N
.Y
.ST
A
.O

／O
CT
3

／11 30 A
M

／1905

（
⑥
‐
2
）

（
消
印
2
）SEA

T
T
LE,W

A
SH
.

／O
CT
 8

／12-M

／1905

（
⑥
‐
2
）

（
消
印
3
）三
河
／
大
濱
／
丗
八
年
十
月
／
三
十
日
／
ロ
便（
⑥
‐
3
）

【
葉
書
裏
】（
⑥
‐
4
）

九
月
三
十
日
／
無
事
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に尓

／
着
仕
候
／
余
ハ
後
便

ニ
ュ
ヨ
ー
ク
ニ
テ
　
た多

つ津

吉

【
封
筒
表
】（
⑤
‐
1
）

N
A
GO
Y
A
 JA
PA
N

愛
知
縣
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様

（
消
印
1
）PO

RT
LA
N
D
, O
RE.

／SEP23

／1 30PM

／1905

（
⑤
‐
2
）

（
消
印
2
）●
●
／
●
●
／
●
●
十
月
／
●
一
日
／
●
●（
⑤
‐
3
）

【
封
筒
裏
】（
⑤
‐
4
）

九
月
廿
三
日

（
消
印
3
）SA

N
 FRA

N
CISCO

,CA
L.ST

.

●
／SEP25

／11-A
M

／1905

（
⑤
‐
5
）

【
手
紙
】（
⑤
‐
6
）

　
九
月
二
十
三
日
／
皆
様

　
達
吉
拝
／
謹
啓
奉
候
時
候
不
順
勝
ノ
折
柄
皆
様
益
々
御
機
嫌
宜
敷
御
座
候
／
や
御
伺
申

上
候
／
先
便
に尓

テ
ノ
御
報
呼
嗚
實
に尓

悲
ム
ベ
キ
御
報
實
ニ
驚
又
申
候
手
紙
ヲ
／
見
ル
ト
其
様
御
返
事
ヲ
出
シ
申
候
今

ニ
ナ
ツ
テ
モ
マ
タ
ウ
ソ
ノ
様
に尓

御
／
座
候

　
早
ク
一
日
モ
早
ク
帰
国
仕
度
ト
存
居
候

　
毎
夜
三
河
ノ
ユ
メ
斗
／
リ
御

座
候

　
呼
嗚
如
何
〳
〵
右
ノ
様
ナ
御
通
知
ノ
ア
ロ
ウ
ト
ハ
／
ユ
メ
に尓

存
居
ラ
ス
申
候
前
便
重
二
郎
様
ガ
三
河
カ
ラ
手

紙
ガ
来
タ
ヤ
ウ
／
何
事
カ
ト
少
々
不
シ
ギ
ニ
思
テ
居
リ
マ
シ
タ
先
月
廿
日
頃
何
タ
カ
／
頭
が
イ
タ
ク
心
持
ワ
ル
ク
日

本
に尓

行
度
ク
テ
云
ニ
云
ワ
レ
ズ
私
ノ
明
友
／
が
寂
●
居
タ
カ
ラ
其
人
ヲ
カ
ン
病
シ
テ
居
マ
シ
タ
其
時
ガ
何
タ
カ
／
泣

テ
致
方
が
ナ
カ
ツ
タ
今
カ
ラ
兄
に
其
レ
が
知
ラ
レ
カ
ト
存
居
候
／
●
リ
ゲ
ナ
事
ハ
何
レ
帰
国
次
第
御
話
申
上
可
候
／

何
斗
皆
様
別
に尓

母
様
御
身
体
ヲ
大
切
ナ
シ
下
サ
レ
度
候
／
私
も
●
サ
ン
ニ
ク
ラ
ブ
レ
バ
末
タ
不
幸
中
ノ
幸
ニ
御
座
候

／
私
ハ
ト
モ
角
来
年
中
ニ
帰
ル
●
●
●
被
居
候
／
先
便
に尓

弐
度
東
京
へ
送
タ
モ
ノ
ガ
ア
ル
ガ
御
受
取
被
下
度
や
御
伺

申
／
上
候
／
明
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
出
立
仕
候
昨
日
ハ
キ
ノ
ヘ
子
ニ
テ
祖
母
様
ノ
一
ヶ
／
月
に尓

御
座
候
間
私
テ
モ
念

佛
申
上
候

　
觀
音
様
ヲ
拝
し之

居
申
候
／
多
分
本
月
中
に尓

着
シ
マ
ス
カ
ラ
着
タ
ラ
又
手
紙
ヲ
出
シ
マ
ス
／
何
斗
皆
様
御

身
体
ヲ
大
切
に尓

願
上
候
／
手
紙
ガ
来
テ
カ
ラ
本
日
迄
一
週
間
シ
●
ジ
●
被
申
候
／
何
レ
又
後
便
に尓

申
上
候
也

　
拝
具

／
父
上
に尓

ハ
別
に尓

手
紙
ヲ
出
シ
に尓

申
候
間
左
様
申
下
サ
レ
度
候
也
／
呉
々
も毛

御
身
大
切
に尓

願
上
候
也

【
同
封
写
真
1
裏
】（
⑤
‐
7
）

　
之
レ
ハ
私
ノ
取
タ
写
真
デ
ス
／
祖
母
様
ノ
手
紙
ヲ
見
テ
泣
タ
所
デ
ス
／
博
覧
会
ノ
一
番
ニ
景
ノ
好
イ
所
デ
ス
／
此

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
手
紙‒

藤
井
達
吉
の
滞
米
時
期
に
関
す
る
報
告‒

　

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
手
紙‒

藤
井
達
吉
の
滞
米
時
期
に
関
す
る
報
告‒

　

⑤- 6 手紙

⑥- 3 消印3

⑤- 7 同封写真1裏

⑥- 4 葉書裏

⑤- 4 封筒裏⑥- 1 葉書表

⑤- 5 消印3 ⑤- 3 消印2⑥- 2 消印1、2

⑤- 1 封筒表

⑤- 8 同封写真1

⑤- 2 消印1

⑤- 9 同封写真2
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写
真
ヲ
御
祖
母
様
ノ
佛
前
見
セ
／
テ
下
サ
レ
度
候
／
記
念
ノ
為
メ
ニ
此
弐
枚
ノ
写
真
ヲ
写
シ
／
マ
シ
タ
／
ア
ト
ハ
手

紙
ニ
／
呼
嗚
此
下
デ
手
紙
ヲ
見
タ
時
ノ
驚
ハ
／
實
ニ
非
常
デ
シ
タ
ヨ
／
此
ノ
馬
デ
モ
泣
テ
居
ル
様
デ
ス
ヨ
／
私
ノ
心

ヲ
知
テ
カ
／
一
ヶ
月
ノ
後
二
十
二
日
写
シ
テ
書
ク
／
達
吉

※
ル
イ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
一
〇
〇
周
年
記
念
万
国
博
覧
会
の
便
箋
一
枚
に
書
か
れ
た
九
月
二
三
日
付
け
の
手
紙
と
写
真
二

枚（
⑤
‐
8
・
9
）が
同
封
さ
れ
て
い
る
。
写
真
は
博
覧
会
の
会
場
で「
博
覧
会
の
一
番
に
景
色
の
好
い
所
」と
い
い
、
一

枚
の
裏
面
に
は
九
月
二
二
日
に
書
い
た
便
り
が
記
さ
れ
て
い
る
。
手
紙
の
内
容
は
、
先
に
受
け
取
っ
た「
悲
し
む
べ
き

報
せ
」に
つ
い
て
、「
実
に
驚
き
」「
今
に
な
っ
て
も
ま
だ
嘘
の
よ
う
」で「
一
日
も
早
く
帰
国
し
た
い
」と
述
べ
、
ま
た
、

そ
の
前
後
に
感
じ
た
虫
の
報
せ
の
よ
う
な
思
い
を
記
す
。
こ
の「
悲
し
む
べ
き
報
せ
」と
は
、
同
封
写
真
裏
面
に
書
か

れ
た「
祖
母
様
の
手
紙
を
見
て
泣
い
た
所
で
す
」「
こ
の
写
真
を
御
祖
母
様
の
仏
前
に
見
せ
て
下
さ
い
」と
い
う
記
述
や
、

手
紙
後
半
の「
昨
日
は
甲
子
で
、
祖
母
様
の
一
ヶ
月
で
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
私
で
も
念
仏
い
た
し
ま
し
た
。
観
音
様

を
拝
ん
で
お
り
ま
し
た
」と
い
っ
た
記
述
か
ら
、
祖
母
の
死
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
手
紙
に
は「
翌
二
四

日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
向
け
て
出
立
し
、
お
そ
ら
く
九
月
中
に
着
く
の
で
ま
た
手
紙
を
出
す
」旨
が
記
さ
れ
、
写
真
に

は「
こ
の
馬
で
も
泣
い
て
い
る
様
で
す
よ
。
私
の
心
を
知
っ
て
か
」と
祖
母
へ
の
思
い
を
記
す
。
な
お
感
嘆
詞「
嗚
呼
」

が「
呼
嗚
」と
な
る
の
は
、
藤
井
の
書
き
癖
の
よ
う
で
あ
る
。

⑥
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
一
〇
月
三
日
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
消
印
　
　

【
葉
書
表
】（
⑥
‐
1
）

N
A
GO
Y
A
 JA
PA
N

愛
知
縣
碧
海
郡
棚
尾
／
藤
井
忠
三
郎
様

（
消
印
1
）NEW

 Y
O
RK
 N
.Y
.ST
A
.O

／O
CT
3

／11 30 A
M

／1905

（
⑥
‐
2
）

（
消
印
2
）SEA

T
T
LE,W

A
SH
.

／O
CT
 8

／12-M

／1905

（
⑥
‐
2
）

（
消
印
3
）三
河
／
大
濱
／
丗
八
年
十
月
／
三
十
日
／
ロ
便（
⑥
‐
3
）

【
葉
書
裏
】（
⑥
‐
4
）

九
月
三
十
日
／
無
事
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に尓

／
着
仕
候
／
余
ハ
後
便

ニ
ュ
ヨ
ー
ク
ニ
テ

　
た多

つ津

吉

【
封
筒
表
】（
⑤
‐
1
）

N
A
GO
Y
A
 JA
PA
N

愛
知
縣
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様

（
消
印
1
）PO

RT
LA
N
D
, O
RE.

／SEP23

／1 30PM

／1905

（
⑤
‐
2
）

（
消
印
2
）●
●
／
●
●
／
●
●
十
月
／
●
一
日
／
●
●（
⑤
‐
3
）

【
封
筒
裏
】（
⑤
‐
4
）

九
月
廿
三
日

（
消
印
3
）SA

N
 FRA

N
CISCO

,CA
L.ST

.

●
／SEP25

／11-A
M

／1905

（
⑤
‐
5
）

【
手
紙
】（
⑤
‐
6
）

　
九
月
二
十
三
日
／
皆
様

　
達
吉
拝
／
謹
啓
奉
候
時
候
不
順
勝
ノ
折
柄
皆
様
益
々
御
機
嫌
宜
敷
御
座
候
／
や
御
伺
申

上
候
／
先
便
に尓

テ
ノ
御
報
呼
嗚
實
に尓

悲
ム
ベ
キ
御
報
實
ニ
驚
又
申
候
手
紙
ヲ
／
見
ル
ト
其
様
御
返
事
ヲ
出
シ
申
候
今

ニ
ナ
ツ
テ
モ
マ
タ
ウ
ソ
ノ
様
に尓

御
／
座
候

　
早
ク
一
日
モ
早
ク
帰
国
仕
度
ト
存
居
候

　
毎
夜
三
河
ノ
ユ
メ
斗
／
リ
御

座
候

　
呼
嗚
如
何
〳
〵
右
ノ
様
ナ
御
通
知
ノ
ア
ロ
ウ
ト
ハ
／
ユ
メ
に尓

存
居
ラ
ス
申
候
前
便
重
二
郎
様
ガ
三
河
カ
ラ
手

紙
ガ
来
タ
ヤ
ウ
／
何
事
カ
ト
少
々
不
シ
ギ
ニ
思
テ
居
リ
マ
シ
タ
先
月
廿
日
頃
何
タ
カ
／
頭
が
イ
タ
ク
心
持
ワ
ル
ク
日

本
に尓

行
度
ク
テ
云
ニ
云
ワ
レ
ズ
私
ノ
明
友
／
が
寂
●
居
タ
カ
ラ
其
人
ヲ
カ
ン
病
シ
テ
居
マ
シ
タ
其
時
ガ
何
タ
カ
／
泣

テ
致
方
が
ナ
カ
ツ
タ
今
カ
ラ
兄
に
其
レ
が
知
ラ
レ
カ
ト
存
居
候
／
●
リ
ゲ
ナ
事
ハ
何
レ
帰
国
次
第
御
話
申
上
可
候
／

何
斗
皆
様
別
に尓

母
様
御
身
体
ヲ
大
切
ナ
シ
下
サ
レ
度
候
／
私
も
●
サ
ン
ニ
ク
ラ
ブ
レ
バ
末
タ
不
幸
中
ノ
幸
ニ
御
座
候

／
私
ハ
ト
モ
角
来
年
中
ニ
帰
ル
●
●
●
被
居
候
／
先
便
に尓

弐
度
東
京
へ
送
タ
モ
ノ
ガ
ア
ル
ガ
御
受
取
被
下
度
や
御
伺

申
／
上
候
／
明
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
出
立
仕
候
昨
日
ハ
キ
ノ
ヘ
子
ニ
テ
祖
母
様
ノ
一
ヶ
／
月
に尓

御
座
候
間
私
テ
モ
念

佛
申
上
候

　
觀
音
様
ヲ
拝
し之

居
申
候
／
多
分
本
月
中
に尓

着
シ
マ
ス
カ
ラ
着
タ
ラ
又
手
紙
ヲ
出
シ
マ
ス
／
何
斗
皆
様
御

身
体
ヲ
大
切
に尓

願
上
候
／
手
紙
ガ
来
テ
カ
ラ
本
日
迄
一
週
間
シ
●
ジ
●
被
申
候
／
何
レ
又
後
便
に尓

申
上
候
也

　
拝
具

／
父
上
に尓

ハ
別
に尓

手
紙
ヲ
出
シ
に尓

申
候
間
左
様
申
下
サ
レ
度
候
也
／
呉
々
も毛

御
身
大
切
に尓

願
上
候
也

【
同
封
写
真
1
裏
】（
⑤
‐
7
）

　
之
レ
ハ
私
ノ
取
タ
写
真
デ
ス
／
祖
母
様
ノ
手
紙
ヲ
見
テ
泣
タ
所
デ
ス
／
博
覧
会
ノ
一
番
ニ
景
ノ
好
イ
所
デ
ス
／
此

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
手
紙‒

藤
井
達
吉
の
滞
米
時
期
に
関
す
る
報
告‒

　

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
手
紙‒

藤
井
達
吉
の
滞
米
時
期
に
関
す
る
報
告‒

　

⑤- 6 手紙

⑥- 3 消印3

⑤- 7 同封写真1裏

⑥- 4 葉書裏

⑤- 4 封筒裏⑥- 1 葉書表

⑤- 5 消印3 ⑤- 3 消印2⑥- 2 消印1、2

⑤- 1 封筒表

⑤- 8 同封写真1

⑤- 2 消印1

⑤- 9 同封写真2
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【
葉
書
裏
】（
⑧
‐
4
）

天
長
節
を
祝
ひ
奉
る
　
在
米
　
た多

つ津

吉
拝

※
天
長
節（
天
皇
誕
生
日
：
当
時
は
一
一
月
三
日
）を
祝
し
て
送
っ
た
も
の
。
署
名
は「
た多

つ津

吉
」。

⑨
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
一
一
月
九
日
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
消
印

【
葉
書
表
】（
⑨
‐
1
）

M
r.Fujii

／N
agoya

／Japan

愛
知
縣
碧
海
郡
棚
尾
村
四
三
／
藤
井
忠
三
郎
様
方

（
消
印
1
）MA

D
ISO
N
 SQ
.ST
A
.N
Y
.

／N
O
V
9

／11-PM

／1905

（
⑨
‐
2
）

（
消
印
2
）NEW

 Y
O
RK
 .N
.Y
.-FO
R.ST

A
.

／N
O
V
10

／5-A
M

／1905

（
⑨
‐
2
）

（
消
印
3
）三
河
／
大
濱
／
丗
八
年
十
二
月
／
五
日（
⑨
‐
3
）

【
葉
書
裏
】（
⑨
‐
4
）

　
手
紙
弐
通
に尓

拝
見
仕
候
／
御
無
事
の之

由
／
安
神
仕
候
／
私
は
／
無
事
／
御
安
神
／
被
下
度
く
／
余
は
後
便

在
紐
育
／
た多

つ津

吉
拝

※
送
ら
れ
て
き
た
手
紙
を
み
て
安
心
し
た
旨
を
記
し
、
自
ら
の
無
事
を
伝
え
る
。
署
名
は「
た多

つ津

吉
」。

⑩
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
一
一
月
一
九
日
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
消
印

【
葉
書
表
】（
⑩
‐
1
）

M
r.Fujii

／N
A
GO
Y
A

／JA
PA
N

愛
知
縣
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
方

（
消
印
1
）MA

D
ISO
N
 SQ
.ST
A
.N
Y
.

／N
O
V
19

／12PM

／1905

（
⑩
‐
2
）

（
消
印
2
）NEW

 Y
O
RK
 .N
.Y
.-FO
R.ST

A
.

／
判
読
困
難
／1905

（
⑩
‐
2
）

（
消
印
3
）SA

N
 FRA

N
CISCO

,CA
L

／
判
読
困
難
／1905

（
⑩
‐
2
）

【
葉
書
裏
】（
⑩
‐
3
）

※
九
月
三
十
日
付
で
無
事
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
着
い
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
。
署
名
は「
た多

つ津

吉
」と
す
る
。

⑦
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
一
〇
月
二
一
日

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
消
印

【
葉
書
表
】（
⑦
‐
1
）

M
r.Fujii

／T
o Japan

（
消
印
1
）MA

D
ISO
N
 SQ
.ST
A
.N
Y
.

／O
CT
2

●
／8-PM

／1905

（
⑦
‐
2
）

（
消
印
2
）SEA

T
T
LE,W

A
SH
.

／O
CT
 26

／3-PM

／1905

（
⑦
‐
2
）

（
消
印
3
）●
●
／
大
濱
／
丗
八
年
十
一
月
／
十
六
日
／
イ
便（
⑦
‐
3
）

　
皆
様
御
壮
健
で
す春

か
／
折
角
大
切
に尓

し
て
下
さ
れ
／
度
候
私
は
無
事
在
れ礼

／
ま
す
外
様
へ
は
何
分
／
よ
ろ
し
く
御

傳
言
被
下
度
く
／
拝
具
／
十
月
廿
一
日

　
愛
知
縣
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様

【
葉
書
裏
】（
⑦
‐
4
）

在
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
／
た多

つ津

吉

※
十
月
二
十
一
日
付
。
皆
の
様
子
を
伺
い
、
自
ら
の
無
事
を
知
ら
せ
る
。
署
名
は「
た多

つ津

吉
」。
こ
こ
で
い
う「
折
角
」は
精

一
杯
と
い
っ
た
意
味
。

⑧
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
一
一
月
三
日

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
消
印

【
葉
書
表
】（
⑧
‐
1
）

M
r.Fujii

／N
agoya

／Japan

愛
知
縣
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様

（
消
印
1
）MA

D
ISO
N
 SQ
.ST
A
.N
Y
.

／N
O
V

●
／
●
●PM

／1905

（
⑧
‐
2
）

（
消
印
2
）NEW

 Y
O
RK
 .N
.Y
.-FO
R.ST

A
.

／N
O
V
3

／5-PM

／1905

（
⑧
‐
2
）

（
消
印
3
）SA

N
 FRA

N
CISCO

,CA
L

／N
O
V
8

／
●
●A

M

／1905

（
⑧
‐
2
）

（
消
印
4
）三
河
／
大
濱
／
●
●
年
十
二
月
／
五
日（
⑧
‐
3
）

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
手
紙‒

藤
井
達
吉
の
滞
米
時
期
に
関
す
る
報
告‒

　

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
手
紙‒

藤
井
達
吉
の
滞
米
時
期
に
関
す
る
報
告‒

　

⑧- 1 葉書表⑩- 1 葉書表

⑩- 2 消印1,2

⑨ - 1 葉書表 ⑦- 1 葉書表

⑧- 4 葉書裏⑨- 4 葉書裏 ⑦- 4 葉書裏
⑦- 3 消印3⑧- 3 消印4⑨- 3 消印3 ⑦- 2 消印1,2⑧ - 2 消印1,2,3⑨ - 2 消印1,2

⑩ - 3 葉書裏
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【
葉
書
裏
】（
⑧
‐
4
）

天
長
節
を
祝
ひ
奉
る
　
在
米
　
た多

つ津

吉
拝

※
天
長
節（
天
皇
誕
生
日
：
当
時
は
一
一
月
三
日
）を
祝
し
て
送
っ
た
も
の
。
署
名
は「
た多

つ津

吉
」。

⑨
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
一
一
月
九
日
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
消
印

【
葉
書
表
】（
⑨
‐
1
）

M
r.Fujii

／N
agoya

／Japan

愛
知
縣
碧
海
郡
棚
尾
村
四
三
／
藤
井
忠
三
郎
様
方

（
消
印
1
）MA

D
ISO
N
 SQ
.ST
A
.N
Y
.

／N
O
V
9

／11-PM

／1905

（
⑨
‐
2
）

（
消
印
2
）NEW
 Y
O
RK
 .N
.Y
.-FO
R.ST

A
.

／N
O
V
10

／5-A
M

／1905

（
⑨
‐
2
）

（
消
印
3
）三
河
／
大
濱
／
丗
八
年
十
二
月
／
五
日（
⑨
‐
3
）

【
葉
書
裏
】（
⑨
‐
4
）

　
手
紙
弐
通
に尓

拝
見
仕
候
／
御
無
事
の之

由
／
安
神
仕
候
／
私
は
／
無
事
／
御
安
神
／
被
下
度
く
／
余
は
後
便

在
紐
育
／
た多

つ津

吉
拝

※
送
ら
れ
て
き
た
手
紙
を
み
て
安
心
し
た
旨
を
記
し
、
自
ら
の
無
事
を
伝
え
る
。
署
名
は「
た多

つ津

吉
」。

⑩
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
一
一
月
一
九
日
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
消
印

【
葉
書
表
】（
⑩
‐
1
）

M
r.Fujii

／N
A
GO
Y
A

／JA
PA
N

愛
知
縣
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
方

（
消
印
1
）MA

D
ISO
N
 SQ
.ST
A
.N
Y
.

／N
O
V
19

／12PM

／1905

（
⑩
‐
2
）

（
消
印
2
）NEW

 Y
O
RK
 .N
.Y
.-FO
R.ST

A
.

／
判
読
困
難
／1905

（
⑩
‐
2
）

（
消
印
3
）SA

N
 FRA

N
CISCO

,CA
L

／
判
読
困
難
／1905
（
⑩
‐
2
）

【
葉
書
裏
】（
⑩
‐
3
）

※
九
月
三
十
日
付
で
無
事
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
着
い
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
。
署
名
は「
た多

つ津

吉
」と
す
る
。

⑦
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
一
〇
月
二
一
日

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
消
印

【
葉
書
表
】（
⑦
‐
1
）

M
r.Fujii

／T
o Japan

（
消
印
1
）MA

D
ISO
N
 SQ
.ST
A
.N
Y
.

／O
CT
2

●
／8-PM

／1905

（
⑦
‐
2
）

（
消
印
2
）SEA

T
T
LE,W

A
SH
.

／O
CT
 26

／3-PM

／1905

（
⑦
‐
2
）

（
消
印
3
）●
●
／
大
濱
／
丗
八
年
十
一
月
／
十
六
日
／
イ
便（
⑦
‐
3
）

　
皆
様
御
壮
健
で
す春

か
／
折
角
大
切
に尓

し
て
下
さ
れ
／
度
候
私
は
無
事
在
れ礼

／
ま
す
外
様
へ
は
何
分
／
よ
ろ
し
く
御

傳
言
被
下
度
く
／
拝
具
／
十
月
廿
一
日

　
愛
知
縣
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様

【
葉
書
裏
】（
⑦
‐
4
）

在
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
／
た多

つ津

吉

※
十
月
二
十
一
日
付
。
皆
の
様
子
を
伺
い
、
自
ら
の
無
事
を
知
ら
せ
る
。
署
名
は「
た多

つ津

吉
」。
こ
こ
で
い
う「
折
角
」は
精

一
杯
と
い
っ
た
意
味
。

⑧
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
一
一
月
三
日

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
消
印

【
葉
書
表
】（
⑧
‐
1
）

M
r.Fujii

／N
agoya

／Japan

愛
知
縣
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様

（
消
印
1
）MA

D
ISO
N
 SQ
.ST
A
.N
Y
.

／N
O
V

●
／
●
●PM

／1905

（
⑧
‐
2
）

（
消
印
2
）NEW

 Y
O
RK
 .N
.Y
.-FO
R.ST

A
.

／N
O
V
3

／5-PM

／1905

（
⑧
‐
2
）

（
消
印
3
）SA

N
 FRA

N
CISCO

,CA
L

／N
O
V
8

／
●
●A

M

／1905

（
⑧
‐
2
）

（
消
印
4
）三
河
／
大
濱
／
●
●
年
十
二
月
／
五
日（
⑧
‐
3
）

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
手
紙‒

藤
井
達
吉
の
滞
米
時
期
に
関
す
る
報
告‒

　

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
手
紙‒

藤
井
達
吉
の
滞
米
時
期
に
関
す
る
報
告‒

　

⑧- 1 葉書表⑩- 1 葉書表

⑩- 2 消印1,2

⑨ - 1 葉書表 ⑦- 1 葉書表

⑧- 4 葉書裏⑨- 4 葉書裏 ⑦- 4 葉書裏
⑦- 3 消印3⑧- 3 消印4⑨- 3 消印3 ⑦- 2 消印1,2⑧ - 2 消印1,2,3⑨ - 2 消印1,2

⑩ - 3 葉書裏
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【
葉
書
裏
】（
⑫
‐
3
）

　
追
々
寒
く久

成
り
ま
し
た多

／
母
上
様
初
め
皆
様
／
御
壮
健
と
聞
私
も
／
無
事
で
日
本
を
非
常
／
に尓

喜
で
居
ま
す
／
先

便
に尓

御
通
し
て
／
下
さ
い
ま
し
た多

／
野
菊
山
菊
等
／
種
々
奈
秋
草
も
／
最
早
枯
草
に尓

な
り
／
庭
に
又
は
初
霜
雪
／
ト

モ
時
候
と
存
ま
す
／
枯
木
立
の能

様
と
●
／
●
に尓

思
●
て
居
ま
す
／
私
も
来
る
廿
六
日
発
て
／
一
月
十
日
ノ
桑
湊
発
／

船
て
帰
り
ま
す
／
先
日
ボ
ス
ト
ン
に尓

行
た多

／
時
左
ノ
如
き
も
の
を
／
笑
て
は
い
け
ま
ん
よ
／
見
渡
セ
ば
／
見
ゆ
る
と

も
只
枯
木
立
／
お
も
ひ飛

流
る
ゝ
／
小
川
の
ほ
と
り
／
か
ろ
〳
〵
シ
音
し
て
／
り
く久

●
●
／
何
れ
定
め
な
き
身
に尓

／
何

傳
●
●
ん
小
き
鳥
の（
下
へ
）
／
（
上
カ
ラ
）清
き
美
し
き
声
も
／
呼
鳴
故
郷
の能

／
な那

つ津

か
し
き
哉
／
何
れ
又
後
便
に尓

／
一
月
の
廿
七
日
頃
着
き
ま
す
／
サ
ヨ
ナ
ラ
／
皆
様
宜
敷
／
十
二
月
四
日
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ニ
て
／
た多

つ津

吉
拝

　
コ
ノ
子
ハ
　
カ
ワ
イ
ラ
シ
ー
子
デ
シ
ョ

※
一
二
月
四
日
付
。
ご
機
嫌
伺
い
と
自
ら
の
無
事
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、（
一
二
月
）二
十
六
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を

発
っ
て
、
一
月
十
日
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
発
の
船
で
帰
る
予
定
を
記
す
。
ま
た
、
お
そ
ら
く
は
⑪
の
葉
書
で
触
れ
ら
れ

た
ボ
ス
ト
ン
行
の
際
に
詠
ん
だ
歌「
見
渡
せ
ば
　
見
ゆ
る
と
も
只
　
枯
木
立
　
思
い
流
る
る
　
小
川
の
ほ
と
り
」を
披

露
す
る
。
今
回
の
書
簡
群
の
中
で
ボ
ス
ト
ン
に
触
れ
て
い
る
の
は
こ
の
２
枚
の
み
だ
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
滞
在

期
間
は
二
か
月
半
ほ
ど
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、
訪
問
回
数
と
し
て
は
も
う
少
し
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

絵
葉
書
の
写
真
の
子
に
つ
い
て「
こ
の
子
は
可
愛
ら
し
い
子
で
し
ょ
」と
感
想
を
記
し
て
い
る
の
が
面
白
い
。
署
名
は

「
た多

つ津

吉
」。

⑬
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
一
二
月
六
日
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
消
印

【
葉
書
表
】（
⑬
‐
1
）

M
r.Fujii

／Ichiken

／Japan

愛
知
縣
碧
海
郡
棚
尾
村
四
三
／
藤
井
忠
三
郎
様

（
消
印
1
）MA

D
ISO
N
 SQ
.ST
A
.N
Y
.

／D
EC6

／1-PM

／1905

（
⑬
‐
2
）

（
消
印
2
）SEA

T
T
LE,W

A
SH
.

／D
EC

●
／8 30A

M

／1905

（
⑬
‐
2
）

【
葉
書
裏
】（
⑬
‐
3
）

　
新
年
は
／
御
目
出
度
／
御
座
り
ま
す
／
明
治
三
捨
九
年
／
一
月
元
旦
／
在
米
／
藤
井
達
吉
拝

　
十
一
月
十
九
日
／
母
上
様
ニ
ハ
／
御
身
体
大
切
ニ
／
願
上
候
／
姉
様
モ
皆
ナ
／
大
事
ニ
願
い
●
ヨ
／
萬
々
は
／
東

京
／
カ
ラ
／
私
ハ
無
事
／
余
ハ
／
後
便

※
十
一
月
十
九
日
付
。
母
、
姉
ら
家
族
の
体
を
気
遣
い
、
自
ら
の
無
事
を
知
ら
せ
る
。

⑪
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
一
一
月
二
五
日

　
ボ
ス
ト
ン
発
消
印

【
葉
書
表
】（
⑪
‐
1
）

M
r.Fujii

／Ichiken

／Japan

愛
知
縣
碧
海
郡
棚
尾
村
四
三
／
藤
井
忠
三
郎
様
方

（
消
印
1
）BO

ST
O
N
.M
A
SS.

／N
O
V
25

／10 30A
M

／1905

（
⑪
‐
2
）

（
消
印
2
）Ｆ BO

ST
O
N
.M
A
SS. 

Ｂ
／N

O
V
25

／5 30PM

／1905

（
⑪
‐
3
）

【
葉
書
裏
】（
⑪
‐
4
）

　
私
は
昨
日（
ボ
ス
ト
ン
）と
云
所
へ
参
り
ま
し
た多

／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ラ
弐
百
哩
斗
り
の能

所
で
ヨ
イ
所
で
す
／
此
度

は
視
察
丈
て
す
か
ら
本
日
中
に尓

元
へ
帰
り
ま
す
余
は
後
便
に尓

申
上
ま
す
／
此
畫
古
き
は
白
人
の能

見
た多

る
日
本
人
ノ
画

で
す
／
馬
鹿
〳
〵
し
い
で
は
あ阿

り
ま
セ
ん
か
／Boston

ニ
テ

　
た多

つ津

吉
拝

※
藤
井
が
ボ
ス
ト
ン
を
訪
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
葉
書
。「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
二
百
マ
イ
ル
ば
か
り
の
所
で
、
良
い
所
で

す
」と
感
想
を
述
べ
る
。
視
察
と
い
う
の
は
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
見
学
だ
ろ
う
か
。
絵
葉
書
の
絵
柄
に
つ
い
て
、「
白
人

の
見
た
る
日
本
人
の
絵
」で
あ
り「
馬
鹿
馬
鹿
し
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」と
批
判
す
る
。
署
名
は「
た多

つ津

吉
」。
宛
名
の

愛
知
県
を「Ichiken

」と
書
い
て
い
る
の
が
面
白
い
。

⑫
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
一
二
月
五
日

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
消
印

【
葉
書
表
】（
⑫
‐
1
）

M
r.Fujii

／43 T
anaom

ura H
ekikaigun

／Ichiken Japan

愛
知
縣
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
方

（
消
印
1
）MA

D
ISO
N
 SQ
.ST
A
.N
Y
.

／D
EC5

／7 30A
M

／1905

（
⑫
‐
2
）

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
手
紙‒

藤
井
達
吉
の
滞
米
時
期
に
関
す
る
報
告‒

　

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
手
紙‒

藤
井
達
吉
の
滞
米
時
期
に
関
す
る
報
告‒

　

⑪- 4 葉書裏

⑫- 1 葉書表 ⑪- 1 葉書表⑬- 1 葉書表

⑪- 3 消印2 ⑪- 2 消印1
⑬- 3 葉書裏 ⑫- 3 葉書裏

⑫- 2 消印1⑬- 2 消印1,2
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【
葉
書
裏
】（
⑫
‐
3
）

　
追
々
寒
く久

成
り
ま
し
た多

／
母
上
様
初
め
皆
様
／
御
壮
健
と
聞
私
も
／
無
事
で
日
本
を
非
常
／
に尓

喜
で
居
ま
す
／
先

便
に尓

御
通
し
て
／
下
さ
い
ま
し
た多

／
野
菊
山
菊
等
／
種
々
奈
秋
草
も
／
最
早
枯
草
に尓

な
り
／
庭
に
又
は
初
霜
雪
／
ト

モ
時
候
と
存
ま
す
／
枯
木
立
の能

様
と
●
／
●
に尓

思
●
て
居
ま
す
／
私
も
来
る
廿
六
日
発
て
／
一
月
十
日
ノ
桑
湊
発
／

船
て
帰
り
ま
す
／
先
日
ボ
ス
ト
ン
に尓

行
た多

／
時
左
ノ
如
き
も
の
を
／
笑
て
は
い
け
ま
ん
よ
／
見
渡
セ
ば
／
見
ゆ
る
と

も
只
枯
木
立
／
お
も
ひ飛

流
る
ゝ
／
小
川
の
ほ
と
り
／
か
ろ
〳
〵
シ
音
し
て
／
り
く久

●
●
／
何
れ
定
め
な
き
身
に尓

／
何

傳
●
●
ん
小
き
鳥
の（
下
へ
）
／
（
上
カ
ラ
）清
き
美
し
き
声
も
／
呼
鳴
故
郷
の能

／
な那

つ津

か
し
き
哉
／
何
れ
又
後
便
に尓

／
一
月
の
廿
七
日
頃
着
き
ま
す
／
サ
ヨ
ナ
ラ
／
皆
様
宜
敷
／
十
二
月
四
日
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ニ
て
／
た多

つ津

吉
拝

　
コ
ノ
子
ハ
　
カ
ワ
イ
ラ
シ
ー
子
デ
シ
ョ

※
一
二
月
四
日
付
。
ご
機
嫌
伺
い
と
自
ら
の
無
事
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、（
一
二
月
）二
十
六
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を

発
っ
て
、
一
月
十
日
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
発
の
船
で
帰
る
予
定
を
記
す
。
ま
た
、
お
そ
ら
く
は
⑪
の
葉
書
で
触
れ
ら
れ

た
ボ
ス
ト
ン
行
の
際
に
詠
ん
だ
歌「
見
渡
せ
ば
　
見
ゆ
る
と
も
只
　
枯
木
立
　
思
い
流
る
る
　
小
川
の
ほ
と
り
」を
披

露
す
る
。
今
回
の
書
簡
群
の
中
で
ボ
ス
ト
ン
に
触
れ
て
い
る
の
は
こ
の
２
枚
の
み
だ
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
滞
在

期
間
は
二
か
月
半
ほ
ど
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、
訪
問
回
数
と
し
て
は
も
う
少
し
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

絵
葉
書
の
写
真
の
子
に
つ
い
て「
こ
の
子
は
可
愛
ら
し
い
子
で
し
ょ
」と
感
想
を
記
し
て
い
る
の
が
面
白
い
。
署
名
は

「
た多

つ津

吉
」。

⑬
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
一
二
月
六
日
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
消
印

【
葉
書
表
】（
⑬
‐
1
）

M
r.Fujii

／Ichiken

／Japan

愛
知
縣
碧
海
郡
棚
尾
村
四
三
／
藤
井
忠
三
郎
様

（
消
印
1
）MA

D
ISO
N
 SQ
.ST
A
.N
Y
.

／D
EC6

／1-PM

／1905

（
⑬
‐
2
）

（
消
印
2
）SEA

T
T
LE,W

A
SH
.

／D
EC

●
／8 30A

M
／1905

（
⑬
‐
2
）

【
葉
書
裏
】（
⑬
‐
3
）

　
新
年
は
／
御
目
出
度
／
御
座
り
ま
す
／
明
治
三
捨
九
年
／
一
月
元
旦
／
在
米
／
藤
井
達
吉
拝

　
十
一
月
十
九
日
／
母
上
様
ニ
ハ
／
御
身
体
大
切
ニ
／
願
上
候
／
姉
様
モ
皆
ナ
／
大
事
ニ
願
い
●
ヨ
／
萬
々
は
／
東

京
／
カ
ラ
／
私
ハ
無
事
／
余
ハ
／
後
便

※
十
一
月
十
九
日
付
。
母
、
姉
ら
家
族
の
体
を
気
遣
い
、
自
ら
の
無
事
を
知
ら
せ
る
。

⑪
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
一
一
月
二
五
日

　
ボ
ス
ト
ン
発
消
印

【
葉
書
表
】（
⑪
‐
1
）

M
r.Fujii

／Ichiken

／Japan

愛
知
縣
碧
海
郡
棚
尾
村
四
三
／
藤
井
忠
三
郎
様
方

（
消
印
1
）BO

ST
O
N
.M
A
SS.

／N
O
V
25

／10 30A
M

／1905

（
⑪
‐
2
）

（
消
印
2
）Ｆ BO

ST
O
N
.M
A
SS. 

Ｂ
／N

O
V
25

／5 30PM

／1905

（
⑪
‐
3
）

【
葉
書
裏
】（
⑪
‐
4
）

　
私
は
昨
日（
ボ
ス
ト
ン
）と
云
所
へ
参
り
ま
し
た多

／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ラ
弐
百
哩
斗
り
の能

所
で
ヨ
イ
所
で
す
／
此
度

は
視
察
丈
て
す
か
ら
本
日
中
に尓

元
へ
帰
り
ま
す
余
は
後
便
に尓

申
上
ま
す
／
此
畫
古
き
は
白
人
の能

見
た多

る
日
本
人
ノ
画

で
す
／
馬
鹿
〳
〵
し
い
で
は
あ阿

り
ま
セ
ん
か
／Boston

ニ
テ

　
た多

つ津

吉
拝

※
藤
井
が
ボ
ス
ト
ン
を
訪
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
葉
書
。「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
二
百
マ
イ
ル
ば
か
り
の
所
で
、
良
い
所
で

す
」と
感
想
を
述
べ
る
。
視
察
と
い
う
の
は
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
見
学
だ
ろ
う
か
。
絵
葉
書
の
絵
柄
に
つ
い
て
、「
白
人

の
見
た
る
日
本
人
の
絵
」で
あ
り「
馬
鹿
馬
鹿
し
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」と
批
判
す
る
。
署
名
は「
た多

つ津

吉
」。
宛
名
の

愛
知
県
を「Ichiken

」と
書
い
て
い
る
の
が
面
白
い
。

⑫
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
一
二
月
五
日

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
消
印

【
葉
書
表
】（
⑫
‐
1
）

M
r.Fujii

／43 T
anaom

ura H
ekikaigun

／Ichiken Japan

愛
知
縣
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様
方

（
消
印
1
）MA

D
ISO
N
 SQ
.ST
A
.N
Y
.

／D
EC5

／7 30A
M

／1905

（
⑫
‐
2
）

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
手
紙‒

藤
井
達
吉
の
滞
米
時
期
に
関
す
る
報
告‒

　

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
手
紙‒

藤
井
達
吉
の
滞
米
時
期
に
関
す
る
報
告‒

　

⑪- 4 葉書裏

⑫- 1 葉書表 ⑪- 1 葉書表⑬- 1 葉書表

⑪- 3 消印2 ⑪- 2 消印1
⑬- 3 葉書裏 ⑫- 3 葉書裏

⑫- 2 消印1⑬- 2 消印1,2
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（
消
印
1
）LO

S A
N
GELES,CA

L

／D
EC24

／1 30PM

／1905

（
⑮
‐
2
）

（
消
印
2
）三
河
／
大
濱
／
丗
九
年
一
月
／
十
八
日
／
ロ
便（
⑮
‐
3
）

【
葉
書
裏
】（
⑮
‐
4
）

　
拝
呈
仕
候
／
本
廿
三
日（
カ
リ
フ
ヲ
ニ
ヤ
州
）
／
（
ロ
ー
サ
ン
ゼ
ル
ス
）に尓

着
●
し
た多

／
一
両
日
用
テ
／
達
し
●
／

桑
湊
へ
／
出
る
／
心
得
／
に尓

御
座
候
／
細
報
は
／
後
便
に尓

　
ロ
ー
サ
ン
セ
ル
ス
市
／
東
洋
ホ
テ
ル
内
／
藤
井
達
吉
拝

※
こ
の
絵
葉
書
の
み
都
築
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
内
の
も
の
で
は
な
く
、『
藤
井
達
吉
の
生
涯
』四
九
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る14
。（
一
二
月
）二
十
三
日
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
着
き
、
一
両
日
中
に
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
に
向
か
う
つ
も
り
で
あ
る
旨
を
知
ら
せ
て
い
る
。

⑯
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
一
二
月
二
八
日
　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
発
消
印

【
葉
書
表
】（
⑯
‐
1
）

M
r.Fujii

／43 T
anaom

ura H
ekikaigun

／Ichiken Japan

愛
知
縣
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様

（
消
印
1
）SA

N
 FRA

N
CISCO

,CA
L

／D
EC28

／4 30PM

／1905

（
⑯
‐
2
）

（
消
印
2
）●
河
／
●
濱
／
●
●
年
一
月
／
十
八
日
／
●
便（
⑯
‐
3
）

【
葉
書
裏
】（
⑯
‐
4
）

　
三
河
の能

皆
様
へ
／
桑
湊
に尓

て
／
藤
井
達
吉
拝

　
昨
日
ロ
ー
サ
ン
ゼ
ル
ス
ヲ
出
発
仕
本
日
午
／
前
当
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
着
仕
候
愈
々
当
地
／
ヨ
リ
乗
船
可
仕
候

来
る
三
十
日
出
航
に尓

御
／
座
候
何
れ
来
月
十
七
日
横
浜
着
／
と
存
居
候
道
中
面
き
事
共
は
／
帰
国
の之

上
可
申
上
候
／

道
中
至
極
無
事
に尓

着
仕
候
／
間
御
安
神
被
下
度
候
／
先
は
折
角
御
母
上
ヲ
大
切
に尓

／
願
上
候
　
早
々
拝
具

※
昨
日（
お
そ
ら
く
一
二
月
二
七
日
）ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
を
出
て
、
当
日
の
午
前
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
着
い
た
こ
と
を

記
し
、
続
け
て
三
〇
日
出
航
翌
月
一
七
日
横
浜
着
予
定
の
船
に
乗
り
帰
国
す
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
。

⑰
一
九
〇
六（
明
治
三
九
）年
一
月
一
九
日
　
大
濱
着
消
印

※
新
年
を
祝
う
い
わ
ゆ
る
年
賀
状
。
日
本
側
の
消
印
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
発
地
の
消
印
か
ら
す
る
と
、
ち
ょ
う
ど
良
い

頃
に
着
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

⑭
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
一
二
月
一
一
日

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
消
印

【
葉
書
表
】（
⑭
‐
1
）

M
r.Fujii

／N
agoya

／Japan

名
古
屋
市
塩
町
四
丁
目
／
藤
井
忠
三
郎
様

（
消
印
1
）MA

D
ISO
N
 SQ
.ST
A
.N
Y
.

／D
EC11

／2 30PM

／1905

（
⑭
‐
2
）

【
葉
書
裏
】（
⑭
‐
3
）

　
拝
呈
仕
候
／
●
義
来
る
／
拾
七
日
発
廿
九
日
／
桑
湊
出
航
／
に尓

て
帰
国
の能

／
途
に尓

付
き
／
申
候
余
は
／
拝
眉
の之

上

／
申
上
候
先
は
／
右
御
案
内
迄
／
青
々

　
達
吉
拝
／
父
上
様
／10w

21st st

／N
ew
 Y
ork city

※（
一
二
月
）一
七
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
発
ち
、
二
十
九
日
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
出
港
す
る
船
で
帰
国
の
途
に
着

く
旨
を
父
に
案
内
す
る
。
⑫
の
手
紙
と
予
定
の
日
に
ち
が
異
な
る
が
、
予
定
を
早
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
。「
拝
眉
の

上
」と
は
お
目
に
か
か
っ
て
の
意
味
。
末
尾
に
書
か
れ
た「10w

21st st

／N
ew
 Y
ork city

」で
あ
る
が
、「
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の10th A

ve

とw
21st st

の
交
差
点
」と
考
え
れ
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
滞
在
場
所
だ
ろ
う
か
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
か
ら
出
さ
れ
た
葉
書
の
消
印
の
ほ
と
ん
ど
に
含
ま
れ
る「M

A
D
ISO
N
 SQ

」（
マ
デ
ィ
ソ
ン
・
ス
ク
エ
ア
）と

も
近
い
た
め
可
能
性
は
高
い
。
ま
た
宛
名
の
住
所
に
つ
い
て
は
①
、
②
以
来
の
名
古
屋
市
内
で
あ
り
、
こ
の
葉
書
で
は

内
容
に
も
あ
え
て
父
親
宛
を
明
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
当
時
父
親
は
名
古
屋
市
内
に
居
住
し
て
い
た
の
だ

ろ
う
。
他
の
棚
尾
宛
て
の
も
の
は
宛
名
こ
そ
父
親
の
名
前
だ
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
母
親
や
姉
を
中
心
と
し
た「
家

族
」宛
と
考
え
ら
れ
る
。

⑮
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
一
二
月
二
十
四
日

　
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
発
消
印

【
葉
書
表
】（
⑮
‐
1
）

M
r.Fujii

／Ichiken Japan

愛
知
縣
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
手
紙‒

藤
井
達
吉
の
滞
米
時
期
に
関
す
る
報
告‒

　

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
手
紙‒

藤
井
達
吉
の
滞
米
時
期
に
関
す
る
報
告‒

　

⑮- 1 葉書表⑯- 1 葉書表 ⑭- 1 葉書表

⑭- 2 消印1
⑯- 4 葉書裏 ⑮- 4 葉書裏 ⑭- 3 葉書裏

⑯- 3 消印2 ⑮- 3 消印2⑯- 2 消印1 ⑮- 2 消印1
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（
消
印
1
）LO

S A
N
GELES,CA

L

／D
EC24

／1 30PM

／1905

（
⑮
‐
2
）

（
消
印
2
）三
河
／
大
濱
／
丗
九
年
一
月
／
十
八
日
／
ロ
便（
⑮
‐
3
）

【
葉
書
裏
】（
⑮
‐
4
）

　
拝
呈
仕
候
／
本
廿
三
日（
カ
リ
フ
ヲ
ニ
ヤ
州
）
／
（
ロ
ー
サ
ン
ゼ
ル
ス
）に尓

着
●
し
た多

／
一
両
日
用
テ
／
達
し
●
／

桑
湊
へ
／
出
る
／
心
得
／
に尓

御
座
候
／
細
報
は
／
後
便
に尓

　
ロ
ー
サ
ン
セ
ル
ス
市
／
東
洋
ホ
テ
ル
内
／
藤
井
達
吉
拝

※
こ
の
絵
葉
書
の
み
都
築
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
内
の
も
の
で
は
な
く
、『
藤
井
達
吉
の
生
涯
』四
九
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る14
。（
一
二
月
）二
十
三
日
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
着
き
、
一
両
日
中
に
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
に
向
か
う
つ
も
り
で
あ
る
旨
を
知
ら
せ
て
い
る
。

⑯
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
一
二
月
二
八
日
　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
発
消
印

【
葉
書
表
】（
⑯
‐
1
）

M
r.Fujii
／43 T

anaom
ura H

ekikaigun

／Ichiken Japan

愛
知
縣
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様

（
消
印
1
）SA

N
 FRA

N
CISCO

,CA
L

／D
EC28

／4 30PM

／1905

（
⑯
‐
2
）

（
消
印
2
）●
河
／
●
濱
／
●
●
年
一
月
／
十
八
日
／
●
便（
⑯
‐
3
）

【
葉
書
裏
】（
⑯
‐
4
）

　
三
河
の能

皆
様
へ
／
桑
湊
に尓

て
／
藤
井
達
吉
拝

　
昨
日
ロ
ー
サ
ン
ゼ
ル
ス
ヲ
出
発
仕
本
日
午
／
前
当
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
着
仕
候
愈
々
当
地
／
ヨ
リ
乗
船
可
仕
候

来
る
三
十
日
出
航
に尓

御
／
座
候
何
れ
来
月
十
七
日
横
浜
着
／
と
存
居
候
道
中
面
き
事
共
は
／
帰
国
の之

上
可
申
上
候
／

道
中
至
極
無
事
に尓

着
仕
候
／
間
御
安
神
被
下
度
候
／
先
は
折
角
御
母
上
ヲ
大
切
に尓

／
願
上
候

　
早
々
拝
具

※
昨
日（
お
そ
ら
く
一
二
月
二
七
日
）ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
を
出
て
、
当
日
の
午
前
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
着
い
た
こ
と
を

記
し
、
続
け
て
三
〇
日
出
航
翌
月
一
七
日
横
浜
着
予
定
の
船
に
乗
り
帰
国
す
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
。

⑰
一
九
〇
六（
明
治
三
九
）年
一
月
一
九
日
　
大
濱
着
消
印

※
新
年
を
祝
う
い
わ
ゆ
る
年
賀
状
。
日
本
側
の
消
印
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
発
地
の
消
印
か
ら
す
る
と
、
ち
ょ
う
ど
良
い

頃
に
着
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

⑭
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
一
二
月
一
一
日

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
消
印

【
葉
書
表
】（
⑭
‐
1
）

M
r.Fujii

／N
agoya

／Japan

名
古
屋
市
塩
町
四
丁
目
／
藤
井
忠
三
郎
様

（
消
印
1
）MA

D
ISO
N
 SQ
.ST
A
.N
Y
.

／D
EC11

／2 30PM

／1905

（
⑭
‐
2
）

【
葉
書
裏
】（
⑭
‐
3
）

　
拝
呈
仕
候
／
●
義
来
る
／
拾
七
日
発
廿
九
日
／
桑
湊
出
航
／
に尓

て
帰
国
の能

／
途
に尓

付
き
／
申
候
余
は
／
拝
眉
の之

上

／
申
上
候
先
は
／
右
御
案
内
迄
／
青
々

　
達
吉
拝
／
父
上
様
／10w

21st st

／N
ew
 Y
ork city

※（
一
二
月
）一
七
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
発
ち
、
二
十
九
日
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
出
港
す
る
船
で
帰
国
の
途
に
着

く
旨
を
父
に
案
内
す
る
。
⑫
の
手
紙
と
予
定
の
日
に
ち
が
異
な
る
が
、
予
定
を
早
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
。「
拝
眉
の

上
」と
は
お
目
に
か
か
っ
て
の
意
味
。
末
尾
に
書
か
れ
た「10w

21st st

／N
ew
 Y
ork city

」で
あ
る
が
、「
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の10th A

ve

とw
21st st

の
交
差
点
」と
考
え
れ
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
滞
在
場
所
だ
ろ
う
か
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
か
ら
出
さ
れ
た
葉
書
の
消
印
の
ほ
と
ん
ど
に
含
ま
れ
る「M

A
D
ISO
N
 SQ

」（
マ
デ
ィ
ソ
ン
・
ス
ク
エ
ア
）と

も
近
い
た
め
可
能
性
は
高
い
。
ま
た
宛
名
の
住
所
に
つ
い
て
は
①
、
②
以
来
の
名
古
屋
市
内
で
あ
り
、
こ
の
葉
書
で
は

内
容
に
も
あ
え
て
父
親
宛
を
明
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
当
時
父
親
は
名
古
屋
市
内
に
居
住
し
て
い
た
の
だ

ろ
う
。
他
の
棚
尾
宛
て
の
も
の
は
宛
名
こ
そ
父
親
の
名
前
だ
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
母
親
や
姉
を
中
心
と
し
た「
家

族
」宛
と
考
え
ら
れ
る
。

⑮
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
一
二
月
二
十
四
日

　
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
発
消
印

【
葉
書
表
】（
⑮
‐
1
）

M
r.Fujii

／Ichiken Japan

愛
知
縣
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
手
紙‒

藤
井
達
吉
の
滞
米
時
期
に
関
す
る
報
告‒

　

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
手
紙‒

藤
井
達
吉
の
滞
米
時
期
に
関
す
る
報
告‒

　

⑮- 1 葉書表⑯- 1 葉書表 ⑭- 1 葉書表

⑭- 2 消印1
⑯- 4 葉書裏 ⑮- 4 葉書裏 ⑭- 3 葉書裏

⑯- 3 消印2 ⑮- 3 消印2⑯- 2 消印1 ⑮- 2 消印1
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【
葉
書
表
】（
⑰
‐
1
）

M
r.Fujii

／Ichiken

／Japan

愛
知
縣
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様

（
消
印
1
）三
河
／
大
濱
／
丗
九
年
一
月
／
十
九
●
／
イ
●（
⑰
‐
2
）

【
葉
書
裏
】（
⑰
‐
3
）

　
拝
呈
仕
候
／
只
今
米
国
合
衆
国
ノ
南
ノ
端（
テ
キ
サ
ス
州
）ト
／
（
メ
キ
シ
コ
）ト
ノ
中
間（
ハ
ッ
パ
ー
ソ
ー
）ト
云
所

ニ
テ
／
弐
時
間
斗
リ
下
車
仕
候

　
余
は
桑
湊
ヨ
リ

　
ハ
ッ
パ
ー
ソ
ー
停
車
場
ニ
テ
／
達
吉

※
こ
の
葉
書
に
は
発
地
の
消
印
が
確
認
で
き
な
い
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
向
か
う
途
中
の「
ハ
ッ
パ
ー
ソ
ー
停
車
場
」

で
書
い
た
も
の
で
、「
ア
メ
リ
カ
南
端
の
テ
キ
サ
ス
州
と
メ
キ
シ
コ
の
中
間
」と
い
う
説
明
か
ら
は
現
在
の
エ
ル
パ
ソ

が
想
起
さ
れ
る
。
時
間
的
に
は
着
地
の
消
印
の
日
付
や
内
容
か
ら
、
⑭
と
⑮
の
間
に
入
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

　
今
回
こ
れ
ら
の
葉
書
、
手
紙
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
滞
米
時
期
と
訪
れ
た
博
覧
会
に
つ
い
て
の
情
報
が
修

正
、
更
新
さ
れ
、
藤
井
の
ア
メ
リ
カ
で
の
足
跡
が
裏
付
け
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
。
こ
の
成
果
を
も
と
に
あ

ら
た
め
て『
碧
南
市
史
料
第
十
一
輯

　
藤
井
達
吉
翁
』と『
矢
作
堤
』の
記
載
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
前
者
で
は「
明
治
三

十
七
年
」と
い
う
年
号
以
外
は
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
の
博
覧
会
と
い
う
こ
と
を
含
め
て
か
な
り
の
程
度
正
確
に
伝
え
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る15
。
藤
井
は
一
九
〇
四（
明
治
三
七
）年
に
数
え
で
二
四
歳
、
翌
年
が
満
年
齢
で
二
四
歳
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
年
号
の
誤
り
は
年
齢
の
数
え
方
の
混
乱
が
原
因
だ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。『
矢
作
堤
』で
は
、
講
和
談
判
の
年
と

し
て
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
は
正
し
く
伝
え
て
い
た
が
、
博
覧
会
の
場
所
が
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

は
藤
井
の
記
憶
違
い
と
い
う
し
か
な
い
。
一
方
、『
藤
井
達
吉
の
生
涯
』に
お
け
る
滞
米
関
連
の
記
述
は
残
念
な
が
ら
訂

正
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
最
後
に
あ
え
て
付
け
加
え
て
お
け
ば
、
山
田
光
春
が「
彼（
引
用
者
註
：
藤
井
）が
世
界
の
美
術
に
触
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
美
術
へ
の
開
眼
を
し
た
の
は
こ
の
時
で
あ
り
、
生
涯
の
方
向
は
こ
こ
で
決
定
づ
け
ら
れ
た
と
見
て
よ

か
ろ
う16
」と
記
し
た
よ
う
に
、
藤
井
に
と
っ
て
の
転
機
が
ア
メ
リ
カ
訪
問
に
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
今
回
の
情
報
の
更

新
に
関
わ
ら
ず
、
揺
ら
ぐ
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
確
か
に
大
観
や
春
草
ら
と
の
接
点
を
こ
の
時
期
に
求
め
る
こ
と
は

難
し
く
な
り
、
印
象
的
な
話
題
で
あ
る
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
博
訪
問
と
い
う
出
来
事
は
否
定
さ
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
逆
に

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
の
ル
イ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
一
〇
〇
周
年
記
念
万
国
博
覧
会
へ
の
訪
問
や
、
ボ
ス
ト
ン
を
は
じ
め
と
し
た
各

地
へ
の
確
実
な
滞
在
の
事
実
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
お
よ
そ
半
年
に
わ
た
る
滞
米
中
に
藤
井
が
多
く
の
事
物
、

情
報
に
触
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
藤
井
が
帰
国
し
た
の
ち
、
七
宝
店
を
辞
め
て
上
京
し
、
芸
術

家
と
し
て
の
独
自
の
活
動
へ
と
進
ん
で
行
っ
た
と
い
う
事
実
は
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（
註
）

1 

飯
塚
赫
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
及
び
都
築
咲
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
た
だ
し
寄
贈
年
度
が
二
〇
一
四（
平
成
二
六
）年
度
の
た
め
、
本
書
年
報
編
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

2 

日
本
へ
の
到
着
は
翌
三
九
年
一
月
。

3 

正
式
名
称
は「Lew

is and Clark Centennial and A
m
erican Pacifi c Exposition and O

riental Fair

」。
ル
イ
ス
と
ク
ラ
ー
ク
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
西
部
探

検（
ル
イ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
探
検
隊
）の
百
周
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
博
覧
会
。
会
期
は
一
九
〇
五
年
六
月
一
日
か
ら
一
〇
月
一
五
日
。
海
外
か
ら
の
投
資
と
移

民
も
期
待
さ
れ
て
い
た
と
い
う（『
世
紀
の
祭
典
　
万
国
博
覧
会
の
美
術
』展
図
録
、
二
〇
〇
四
年
、
NH

K
ほ
か
）。

4 

『
藤
井
先
生
直
筆
の
訂
正
に
よ
る
碧
南
市
史
料（
第
十
一
輯
）　
藤
井
達
吉
翁
』（
二
〇
〇
三
年
、碧
南
芸
術
文
化
振
興
会
）。
執
筆
に
当
た
っ
て
は
本
書
を
参
照
し
た
。

5 

原
本
は
愛
知
県
美
術
館
所
蔵
。
な
お
、『
藤
井
達
吉
の
全
貌
』展
図
録（
二
〇
一
三
年
、
株
式
会
社
キ
ュ
レ
イ
タ
ー
ズ
）に
、
書
き
起
し
た
資
料
が
付
属
す
る
。

6 

山
田
光
春『
藤
井
達
吉
の
生
涯
』（
一
九
七
四
年
、
風
媒
社
）四
八
頁

7 

註
6
前
掲
書
　
四
八
〜
九
頁

8 

セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
博
の
会
期
は
一
九
〇
四
年
四
月
三
〇
日
か
ら
一
二
月
一
日
。

9 

直
近
で
は『
生
誕
一
五
〇
年
記
念
　
竹
内
栖
鳳
』展
図
録（
二
〇
一
四
年
、
神
戸
新
聞
社
　
当
館
で
は
二
〇
一
五
年
四
月
一
四
日
〜
六
月
七
日
開
催
予
定
）に
こ
の

前
提
を
踏
ま
え
た
文
章
を
執
筆
し
て
お
り
、
こ
こ
で
情
報
の
訂
正
、
更
新
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

10 

当
館
で
は
、
同
じ
く
二
〇
一
四（
平
成
二
六
）年
度
に『
藤
井
達
吉
の
生
涯
』を
記
し
た
山
田
光
春
の
ご
遺
族
か
ら
、
同
書
執
筆
に
使
用
さ
れ
た
資
料
一
式
の
寄
贈

を
受
け
た
。
こ
の
画
像
は
同
書
に
使
用
し
た
写
真
の
フ
ィ
ル
ム
の
中
に
確
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

11 

文
字
解
読
は
碧
南
市
文
化
財
課
の
豆
田
誠
路
、
小
島
江
里
子
両
氏
の
協
力
を
得
て
筆
者
が
行
な
っ
た
。
な
お
改
行
は「
／
」で
、
現
段
階
で
判
読
で
き
な
い
文
字
は

「
●
」で
示
し
た
。

12 

ア
メ
リ
カ
の
ミ
カ
ン
農
園
で
撮
ら
れ
た
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
。（
挿
図
１
）

13 

都
築
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
は
、
家
族
へ
の
お
土
産
と
見
ら
れ
る
、
鏡
背
に
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
最
高
峰
・
フ
ッ
ド
山
が
描
か
れ
た
手
鏡
が
存
在
す
る
。（
挿
図
2
）

14 

註
10
参
照
。
山
田
は
同
書
に
お
い
て
こ
の
絵
葉
書
を「
明
治
三
八
年
一
月
、
達
吉
が
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
か
ら
父
に
送
っ
た
ハ
ガ
キ
」と
し
て
い
る
が
、
消
印
の
確
認

に
よ
り
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
な
お
原
本
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
が
、
山
田
は
都
築
氏
の
母
で
あ
る
佐
藤
當
子
に
も
取
材
し
て
お
り
、
こ
の

葉
書
も
お
そ
ら
く
は
佐
藤
家
に
伝
来
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

15 

帰
国
の
年
に
つ
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ
を
発
っ
た
の
は
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
中
の
こ
と
で
あ
る
。

16 

註
6
前
掲
書
　
四
九
頁

17 

上
京
の
年
も
従
来
よ
り
一
年
遅
れ
る
一
九
〇
六（
明
治
三
九
）年
、
満
年
齢
で
二
五
歳
と
な
る
年
に
訂
正
さ
れ
る
。

【
付
記
】

本
報
告
は
、
飯
塚
赫
子
、
都
築
咲
子
両
氏
か
ら
の
貴
重
な
作
品
・
資
料
の
ご
寄
贈
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
こ
こ
に
記
し
て
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
手
紙‒

藤
井
達
吉
の
滞
米
時
期
に
関
す
る
報
告‒

　

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
手
紙‒

藤
井
達
吉
の
滞
米
時
期
に
関
す
る
報
告‒

　

挿図2 手鏡（都築コレクション）

⑰- 3 葉書裏

挿図1 カリフォルニアの農園での写真（1905年）

⑰- 1 葉書表

⑰- 2 消印1
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【
葉
書
表
】（
⑰
‐
1
）

M
r.Fujii

／Ichiken

／Japan

愛
知
縣
碧
海
郡
棚
尾
村
／
藤
井
忠
三
郎
様

（
消
印
1
）三
河
／
大
濱
／
丗
九
年
一
月
／
十
九
●
／
イ
●（
⑰
‐
2
）

【
葉
書
裏
】（
⑰
‐
3
）

　
拝
呈
仕
候
／
只
今
米
国
合
衆
国
ノ
南
ノ
端（
テ
キ
サ
ス
州
）ト
／
（
メ
キ
シ
コ
）ト
ノ
中
間（
ハ
ッ
パ
ー
ソ
ー
）ト
云
所

ニ
テ
／
弐
時
間
斗
リ
下
車
仕
候

　
余
は
桑
湊
ヨ
リ

　
ハ
ッ
パ
ー
ソ
ー
停
車
場
ニ
テ
／
達
吉

※
こ
の
葉
書
に
は
発
地
の
消
印
が
確
認
で
き
な
い
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
向
か
う
途
中
の「
ハ
ッ
パ
ー
ソ
ー
停
車
場
」

で
書
い
た
も
の
で
、「
ア
メ
リ
カ
南
端
の
テ
キ
サ
ス
州
と
メ
キ
シ
コ
の
中
間
」と
い
う
説
明
か
ら
は
現
在
の
エ
ル
パ
ソ

が
想
起
さ
れ
る
。
時
間
的
に
は
着
地
の
消
印
の
日
付
や
内
容
か
ら
、
⑭
と
⑮
の
間
に
入
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

　
今
回
こ
れ
ら
の
葉
書
、
手
紙
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
滞
米
時
期
と
訪
れ
た
博
覧
会
に
つ
い
て
の
情
報
が
修

正
、
更
新
さ
れ
、
藤
井
の
ア
メ
リ
カ
で
の
足
跡
が
裏
付
け
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
。
こ
の
成
果
を
も
と
に
あ

ら
た
め
て『
碧
南
市
史
料
第
十
一
輯

　
藤
井
達
吉
翁
』と『
矢
作
堤
』の
記
載
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
前
者
で
は「
明
治
三

十
七
年
」と
い
う
年
号
以
外
は
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
の
博
覧
会
と
い
う
こ
と
を
含
め
て
か
な
り
の
程
度
正
確
に
伝
え
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る15
。
藤
井
は
一
九
〇
四（
明
治
三
七
）年
に
数
え
で
二
四
歳
、
翌
年
が
満
年
齢
で
二
四
歳
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
年
号
の
誤
り
は
年
齢
の
数
え
方
の
混
乱
が
原
因
だ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。『
矢
作
堤
』で
は
、
講
和
談
判
の
年
と

し
て
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
は
正
し
く
伝
え
て
い
た
が
、
博
覧
会
の
場
所
が
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

は
藤
井
の
記
憶
違
い
と
い
う
し
か
な
い
。
一
方
、『
藤
井
達
吉
の
生
涯
』に
お
け
る
滞
米
関
連
の
記
述
は
残
念
な
が
ら
訂

正
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
最
後
に
あ
え
て
付
け
加
え
て
お
け
ば
、
山
田
光
春
が「
彼（
引
用
者
註
：
藤
井
）が
世
界
の
美
術
に
触
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
美
術
へ
の
開
眼
を
し
た
の
は
こ
の
時
で
あ
り
、
生
涯
の
方
向
は
こ
こ
で
決
定
づ
け
ら
れ
た
と
見
て
よ

か
ろ
う16
」と
記
し
た
よ
う
に
、
藤
井
に
と
っ
て
の
転
機
が
ア
メ
リ
カ
訪
問
に
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
今
回
の
情
報
の
更

新
に
関
わ
ら
ず
、
揺
ら
ぐ
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
確
か
に
大
観
や
春
草
ら
と
の
接
点
を
こ
の
時
期
に
求
め
る
こ
と
は

難
し
く
な
り
、
印
象
的
な
話
題
で
あ
る
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
博
訪
問
と
い
う
出
来
事
は
否
定
さ
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
逆
に

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
の
ル
イ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
一
〇
〇
周
年
記
念
万
国
博
覧
会
へ
の
訪
問
や
、
ボ
ス
ト
ン
を
は
じ
め
と
し
た
各

地
へ
の
確
実
な
滞
在
の
事
実
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
お
よ
そ
半
年
に
わ
た
る
滞
米
中
に
藤
井
が
多
く
の
事
物
、

情
報
に
触
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
藤
井
が
帰
国
し
た
の
ち
、
七
宝
店
を
辞
め
て
上
京
し
、
芸
術

家
と
し
て
の
独
自
の
活
動
へ
と
進
ん
で
行
っ
た
と
い
う
事
実
は
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（
註
）

1 

飯
塚
赫
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
及
び
都
築
咲
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
た
だ
し
寄
贈
年
度
が
二
〇
一
四（
平
成
二
六
）年
度
の
た
め
、
本
書
年
報
編
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

2 

日
本
へ
の
到
着
は
翌
三
九
年
一
月
。

3 

正
式
名
称
は「Lew

is and Clark Centennial and A
m
erican Pacifi c Exposition and O

riental Fair

」。
ル
イ
ス
と
ク
ラ
ー
ク
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
西
部
探

検（
ル
イ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
探
検
隊
）の
百
周
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
博
覧
会
。
会
期
は
一
九
〇
五
年
六
月
一
日
か
ら
一
〇
月
一
五
日
。
海
外
か
ら
の
投
資
と
移

民
も
期
待
さ
れ
て
い
た
と
い
う（『
世
紀
の
祭
典
　
万
国
博
覧
会
の
美
術
』展
図
録
、
二
〇
〇
四
年
、
NH

K
ほ
か
）。

4 
『
藤
井
先
生
直
筆
の
訂
正
に
よ
る
碧
南
市
史
料（
第
十
一
輯
）　
藤
井
達
吉
翁
』（
二
〇
〇
三
年
、碧
南
芸
術
文
化
振
興
会
）。
執
筆
に
当
た
っ
て
は
本
書
を
参
照
し
た
。

5 

原
本
は
愛
知
県
美
術
館
所
蔵
。
な
お
、『
藤
井
達
吉
の
全
貌
』展
図
録（
二
〇
一
三
年
、
株
式
会
社
キ
ュ
レ
イ
タ
ー
ズ
）に
、
書
き
起
し
た
資
料
が
付
属
す
る
。

6 

山
田
光
春『
藤
井
達
吉
の
生
涯
』（
一
九
七
四
年
、
風
媒
社
）四
八
頁

7 

註
6
前
掲
書
　
四
八
〜
九
頁

8 

セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
博
の
会
期
は
一
九
〇
四
年
四
月
三
〇
日
か
ら
一
二
月
一
日
。

9 

直
近
で
は『
生
誕
一
五
〇
年
記
念
　
竹
内
栖
鳳
』展
図
録（
二
〇
一
四
年
、
神
戸
新
聞
社
　
当
館
で
は
二
〇
一
五
年
四
月
一
四
日
〜
六
月
七
日
開
催
予
定
）に
こ
の

前
提
を
踏
ま
え
た
文
章
を
執
筆
し
て
お
り
、
こ
こ
で
情
報
の
訂
正
、
更
新
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

10 

当
館
で
は
、
同
じ
く
二
〇
一
四（
平
成
二
六
）年
度
に『
藤
井
達
吉
の
生
涯
』を
記
し
た
山
田
光
春
の
ご
遺
族
か
ら
、
同
書
執
筆
に
使
用
さ
れ
た
資
料
一
式
の
寄
贈

を
受
け
た
。
こ
の
画
像
は
同
書
に
使
用
し
た
写
真
の
フ
ィ
ル
ム
の
中
に
確
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

11 

文
字
解
読
は
碧
南
市
文
化
財
課
の
豆
田
誠
路
、
小
島
江
里
子
両
氏
の
協
力
を
得
て
筆
者
が
行
な
っ
た
。
な
お
改
行
は「
／
」で
、
現
段
階
で
判
読
で
き
な
い
文
字
は

「
●
」で
示
し
た
。

12 

ア
メ
リ
カ
の
ミ
カ
ン
農
園
で
撮
ら
れ
た
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
。（
挿
図
１
）

13 

都
築
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
は
、
家
族
へ
の
お
土
産
と
見
ら
れ
る
、
鏡
背
に
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
最
高
峰
・
フ
ッ
ド
山
が
描
か
れ
た
手
鏡
が
存
在
す
る
。（
挿
図
2
）

14 

註
10
参
照
。
山
田
は
同
書
に
お
い
て
こ
の
絵
葉
書
を「
明
治
三
八
年
一
月
、
達
吉
が
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
か
ら
父
に
送
っ
た
ハ
ガ
キ
」と
し
て
い
る
が
、
消
印
の
確
認

に
よ
り
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
な
お
原
本
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
が
、
山
田
は
都
築
氏
の
母
で
あ
る
佐
藤
當
子
に
も
取
材
し
て
お
り
、
こ
の

葉
書
も
お
そ
ら
く
は
佐
藤
家
に
伝
来
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

15 

帰
国
の
年
に
つ
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ
を
発
っ
た
の
は
一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
中
の
こ
と
で
あ
る
。

16 

註
6
前
掲
書
　
四
九
頁

17 

上
京
の
年
も
従
来
よ
り
一
年
遅
れ
る
一
九
〇
六（
明
治
三
九
）年
、
満
年
齢
で
二
五
歳
と
な
る
年
に
訂
正
さ
れ
る
。

【
付
記
】

本
報
告
は
、
飯
塚
赫
子
、
都
築
咲
子
両
氏
か
ら
の
貴
重
な
作
品
・
資
料
の
ご
寄
贈
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
こ
こ
に
記
し
て
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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挿図2 手鏡（都築コレクション）

⑰- 3 葉書裏

挿図1 カリフォルニアの農園での写真（1905年）

⑰- 1 葉書表

⑰- 2 消印1

H
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